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1．対馬市

テーマ 指導教員 学生数

1 8/29 ～ 9/2
島の伝統文化を継承しＰＲすることで沢山
の人を呼び込む。

関谷 融 10名

2 8/29 ～ 9/2 漁業、遺産、食文化を体験した上でのPR 荻野　晃 11名

3 9/5 ～ 9/9 島の魅力を発見する。 松崎　なつめ 12名

4 8/22 ～ 8/26 郷土料理のPR 綱　 辰幸 11名

5 8/22 ～ 8/26 体験型観光業 綱　 辰幸 11名

6 9/12 ～ 9/15
SNSの利用を通して産業を盛り上げ、若者
を呼び込む。

代田 義勝 11名

7 9/12 ～ 9/15
対馬の自然環境を観光資源として捉え、
環境保全や新たなスポットの発見を通じて
観光客増加を図る。

代田 義勝 11名

8 9/19 ～ 9/23
対馬の季節ごとに楽しめる伝統文化の魅
力を伝えるとともに来島者数の増加

津久井 稲緒 11名

9 9/19 ～ 9/23
第1次産業の体験型観光を通じ、SNSで発
信していく

津久井 稲緒 11名

小計 99名

2．壱岐市

テーマ 指導教員 学生数

1 8/29 ～ 9/2
気軽に壱岐にいきたくなる観光ツアーの作
成

松田　健 11名

2 8/29 ～ 9/2 観光客を増やす 下野　孝文 11名

3 9/19 ～ 9/23
SNSで食文化や観光地についてアピール
する。

稲垣　佳映 11名

4 8/22 ～ 8/26 壱岐を一つの教育材料にする 鳥丸 聡 11名

5 8/22 ～ 8/26 略奪産業 鳥丸 聡 10名

6 9/5 ～ 9/9
長く滞在してもらう新しい観光プランを考え
ることで、消費額を増やし、壱岐の観光消
費額と観光客増加の一助とする

尹　清洙 10名

7 9/5 ～ 9/9
ツアー開発
壱岐の店舗で使えるフリーパスの作成

尹　清洙 10名

8 9/12 ～ 9/15 魅力を生かした商品開発 長濵  幸一 9名

9 9/12 ～ 9/15 修学旅行のプラン作り。 長濵  幸一 9名

10 9/12 ～ 9/15
(観光)産業を発展させ、雇用を創出し、人
口の流出を止める。

谷澤 毅 8名

11 9/12 ～ 9/15 移住しやすい環境作り 谷澤 毅 10名

12 9/19 ～ 9/23
壱岐の活性化のため、観光客増加を目指
し実体験を踏まえた上で交通に関する問
題解決策を講じる。

奥山 忠裕 11名

13 9/19 ～ 9/23
ターゲット(年代、目的)を絞った情報発信
をする。

奥山 忠裕 11名

小計 132名

平成29年度「しまなび」プログラム実施一覧

日程

日程
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3．五島市

テーマ 指導教員 学生数

1 8/29 ～ 9/2
空き家等を宿泊施設として利用し、対象別
に体験ツアーを提案する。

片山　徹也 11名

2 8/29 ～ 9/2 五島の体験事業の情報の充実・発信 大塚　一徳 11名

3 9/5 ～ 9/9 五島で行う婚活ツアー・ブライダルの提案 飛奈　卓郎 12名

4 9/12 ～ 9/15 名産品と観光ツアー 金村　公一 11名

5 9/12 ～ 9/15
移住希望者のためのツアーモデルコース
の提案

吉田　恵理子 12名

6 8/22 ～ 8/26 五島で娯楽体験、第三次産業の活性化 石田　和彦 10名

7 8/22 ～ 8/26 五島をよく知るツアーの計画 石田　和彦 9名

8 8/29 ～ 9/2 環境 車 相龍 10名

9 8/29 ～ 9/2

現地の人達との交流を通して五島の伝統
や文化を実際に体験する。そうして得た、
例えば郷土料理などの情報をSNS等で世
界に発信することにより五島の魅力を伝え
てさらなる観光客の増加につなげていきた
い。

車 相龍 10名

10 9/5 ～ 9/9
島留学でインターンシップや体験を通して
五島の発信、PRする

石田 聖 9名

11 9/5 ～ 9/9
既存の観光ルートの改善、もしくは新たな
観光ルートの提案等。また、それによる観
光客数増加

石田 聖 8名

12 9/12 ～ 9/15
若者をターゲットとした、五島の魅力を舌
で目で感じられる情報発信

鶴指 眞志 11名

13 9/12 ～ 9/15
アニメやマンガ、ドラマの聖地巡礼のツ
アー作り。 鶴指 眞志 11名

小計 135名

4．新上五島町

テーマ 指導教員 学生数

1 8/29 ～ 9/2 しまのさるくコース作成 竹部 隆昌 11名

2 8/29 ～ 9/2 若者向けの旅の提案 立石　憲彦 12名

3 9/19 ～ 9/23
新上五島の文化を活かした観光プランを
提案しよう！

久木野　憲司 11名

4 8/22 ～ 8/26

島内の若者を中心に聞き取り調査をし、島
に必要としているものを知る。
調査を通して、減少の原因を知る。
私たちが作った提案書を市役所の方にプ
レゼンする
島民の気持ちを知るために島の若者がし
ていることを体験してみる。

田村　善弘 11名

日程

日程
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5 8/22 ～ 8/26

新上五島にある郷土の魅力を発見し、郷
土料理をつくって味わえる等の「体験型プ
ログラム」を作成・提案。島外の人へPRし、
来島者数を増加させる。

田村　善弘 9名

6 9/5 ～ 9/9
写真スポットの作成の提案をし、そこから
しまの活性化の一役を担う。

有馬　弥重 10名

7 9/5 ～ 9/9 若者をターゲットにした『体験型』ツアー 有馬　弥重 10名

8 9/5 ～ 9/9
新上五島の文化の保存と教会の活用・発
展

中村　貴治 11名

9 9/5 ～ 9/9 特産品のPRで新上五島町の活性化 中村　貴治 10名

10 9/12 ～ 9/15 星空観察、景色(海、山) 四本　雅人 11名

11 9/12 ～ 9/15
サイクリングを軸とした食べ物、写真スポッ
ト、教会、お寺などを加えたコース分けした
マップをつくる。

四本　雅人 9名

小計 115名

5．小値賀町

テーマ 指導教員 学生数

1 9/5 ～ 9/9
テーマ①観光の実態調査
テーマ②島内での食文化、食生活の調査
テーマ③情報や物資の遅延調査

金谷　一朗 11名

2 9/19 ～ 9/23
小値賀をNo.1の島に　-どうしたら小値賀
にたくさんの人が訪れ、満足してもらえる
か-

古場　一哲 12名

3 8/22 ～ 8/26

漁業体験を通して郷土料理を作るワーク
ショップ
観光客に聞いた実際の観光プランの調
査、発信
移住者に実際の日常生活の調査、発信

宮崎　明人 9名

4 8/22 ～ 8/26
不足している交通の便を補い、地元の人
にも観光客にも活用しやすく、環境にも優
しい新たな交通手段を提案する。

宮崎　明人 9名

5 8/29 ～ 9/2
景観の保持、ごみ問題の解消、対策の提
案(日常のごみ問題・漂着ごみ問題)

黒木　誉之 9名

6 8/29 ～ 9/2
島の魅力を動画におさめ、多くの人に情報
発信する。

黒木　誉之 9名

小計 59名

6．宇久町

テーマ 指導教員 学生数

1 8/29 ～ 9/2 宇久の写真集を作ろう 吉光　正絵 12名

2 9/5 ～ 9/9 宇久島の知名度アップ 青木　研 11名

3 9/12 ～ 9/15 観光客を呼び込むための取り組み 穴田　啓晃 11名

4 9/12 ～ 9/15 「宇久島を『郷土』という観点からPRする｣ 冨永　美穂子 12名

日程

日程
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5 8/22 ～ 8/26
宇久の森林や海を活用した観光産業をつ
くる。

大田　謙一郎 10名

6 8/22 ～ 8/26
宇久島の特産品や観光をPRして島の知名
度をあげる。

大田　謙一郎 9名

7 8/29 ～ 9/2 宇久の環境の良さをPRする。 馬場　晋一 9名

8 8/29 ～ 9/2 魚の商品開発で宇久のPR 馬場　晋一 10名

小計 84名

7．的山大島

テーマ 指導教員 学生数

1 8/29 ～ 9/2 的山大島の魅力発見と発信 和田　一哉 12名

2 8/29 ～ 9/2 魅力を見つけ、発信する 有田　大作 12名

3 8/22 ～ 8/26

私たちのグループは「産業」という領域で
あるため、産業の視点から大島の魅力発
信、そして産業が継続できる環境を作れる
ようにすることが私たちのテーマである。

青木　圭介 10名

4 8/22 ～ 8/26

イベントを通して、島にいる人たちが住み
続けたいと思えるような島作りや、島内外
に住む人々が参加したいと思うようなイベ
ントを提案し実行したい。

青木　圭介 10名

5 9/12 ～ 9/15 伝統行事、自然 橋本 優花里 10名

6 9/12 ～ 9/15
SNS・ネットメディアを活かした観光、漁業
と農業の推進→改善

橋本 優花里 9名

7 9/19 ～ 9/23
イベントを通して的山大島と平戸市との交
流を深める。

鴻上　喜芳 10名

8 9/19 ～ 9/23 島民の幸福度をたかめる 鴻上　喜芳 10名

小計 83名

合計（68グループ） 707名

日程
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・「しまなび」プログラムの成果の活用について 

 

 １ 目的 

「しまなび」プログラムにおいて学生が提案したもので、「しま」での活用が期待で

きるものについて「しま」の関係者と協議し活用策を考える。 

 

２ 協議概要 

 

①小値賀町（小値賀島民と作った ojika map．おぢかまっぷ） 

※平成 28 年度「しまなび」実施 

【協議月日】 平成 29年 7 月 21 日（金）～23 日（日） 

       平成 29年 10 月 12 日（木）～16 日（月） 

【協議者】  本学学生（5 名）、県立北松西高校生 1・2年生（12名） 

【製作部数】 約 1,000部 

   【配布先】  県内大学 

   【設置場所】 九州商船ターミナルカウンター、フェリー船内 
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②平戸市的山大島（「和服で島内の散策」の提案） 

【協議月日】 平成 30年 1 月 13 日（土）～14 日（日） 

【協議者】  本学学生（2 名）、大島まちづくり協議会 

 

     

 

 

   ③宇久町（カレンダー作成） 

【協議月日】   平成 29 年 10月 27 日（金）～28日（土） 

【協議者】    本学学生、宇久町観光協会 

【製作部数】   400部 

   【配布先】    宇久町島内、宇久町観光協会との関係機関等 
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   ④宇久町（観光写真集の作成、観光パンフレットの提案） 

【協議月日】   平成 30 年 1月 13 日（金）～14 日（日） 

【協議者】    本学学生、宇久町観光協会 

【製作予定部数】 300部 

【完成予定日】  平成 30 年 3月末 

   【配布先】    宇久町島内、宇久町観光協会との関係機関等 

 

 

   ⑤平戸市的山大島（映画祭の開催） 

【協議月日】  平成 30 年 3月 30 日（金）～31 日（土） 

【協議者】   本学学生、大島まちづくり協議会 

【今後の予定】 平成 30 年 3 月 開催に向けて準備 

 

 

⑥新上五島町（サイクリングマップの作成） 

【協議月日】 平成 30年 1 月 12 日（金）～13 日（土） 

【協議者】  本学学生、新上五島町役場関係者 
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3 その他 

 

  ①壱岐市（壱岐カツサンドの実現化）    ※平成 28年度「しまなび」実施 

栄養健康学科とのコラボで、「壱岐産品を用いた商品による地域活性化プロジェ

クト」として、本学のやるばいプロジェクトに採択された。 

    【日程】平成 29 年 10月 14 日（土）～15 日（日） 

    【場所】長崎夢彩都 1 日限定 20食を用意して、実験販売を行い、40食すべ

てを完売。 

      ※平成 30年 3 月 21 日（水）大阪にて試験販売予定 

  

 

 

②小値賀町（農業体験ツアーのプランの提案） ※平成 28 年度「しまなび」実施 

平成 29年度実施に向けて、学生団体「値賀女（ちかじょ）」の立ち上げ、学生が

計画案を作成（農業体験を主としたボランティア） 

    【日程】平成 29 年 9月 24 日（日）～27 日（水） 

    【場所】小値賀町 農業体験ボランティア（にんにくの定植作業）を実施 

      ※平成 30年 3 月 再度、現地での体験を予定 

   

    

 

  ③五島市（島内でのインターンシップの提案） 

    【日程】平成３０年 1月  

    【場所】五島市 現地との意見交換 
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「海外ビジネス研修の経緯と現状」 

 

国際経営学科 

 

国際経営学科では、グローバル社会におけるリーダー的人材育成を目的として海外ビジ

ネス研修（海外におけるインターンシップ）を実施してきた。これは、平成 30年度からの

本研修の必修化および本格実施に向け、平成 29年度までの累計４回におよぶ当該研修の試

行に基づくものである。試行最終年度である平成 29年度においては、研修国・地域として、

従来のシンガポール、ベトナムのホーチミン、ダナンに加え新たにタイ・バンコクおよびベ

トナム・ハノイを含む計５ヶ所で行った。 

研修先ならびに座学提供先の開拓は、大学教職員自ら行い、リスク管理の一環として JMA

（日本エマージェンシーアシスタンス）へ加入し、研修前には有事の際に備えた訓練も行っ

ている。 

研修前の事前教育にはとくに時間をかけて力を注ぎ、教職員が一丸となり学生の指導、サ

ポートに努めている。 

学生の研修プログラムは、受入れ企業先ご担当者と教職員、学生との 3者により研修メニ

ューを検討し決定する。研修期間中、学生は自らが問題意識を持ち、その課題解決に向けた

プログラムを検討・発案する研修内容も含んでおり、この点はまさに本学における海外ビジ

ネス研修の大きな特徴といえる。研修結果は、まず現地研修先での英語による報告、さらに

は、現地と大学教職員を結んでのスカイプを通じた報告会なども実施してきた。学内最終報

告会に加え、佐世保市内および長崎市内での地元行政や企業幹部への報告会をも実施し、外

部からの参加者も多くその評価はすこぶる高いものであった。ここでは、次年度に向けての

期待や要望なども多く寄せられた。研修の集大成として、「海外ビジネス研修報告書」を和

文・英文により学生が自ら作成、各研修先や座学提供先へ送付し、ここでも多くの意見・要

望などをいただいた。この寄せられた意見・要望あるいは研修報告会時に寄せられた批判な

どは、次回の研修に活かすべきこととしてしっかりと受け止め、随時反映している。 

付け加えるならば、昨年度はベトナムダナンで実施された APEC時にも本学の学生 3人を

ボランティアスタッフとして派遣し、ダナン人民政府外務局からは、その研修生たちの英語

力、経営学的専門知識、あるいはコミュニケーション能力の高さなどについて高い評価をい

ただくことができた。またビジネス研修に参加した学生の一部は「リュウリュウガールズ」

と呼ばれるグループを結成し、国際交流基金日中交流センター主催の日中交流事業に応募

し見事に採択され、中国吉林大学の学生との交流イベントに参加し日本や長崎の紹介など

を通じ交流を深めた。 

本研修の教育効果を鑑みると、明確な数値などはなく計りがたいものはあるが、過去の研

修生たちを見る限りにおいては、研修後に海外留学に出る学生も多くまた就職活動時には

海外勤務の可能性がある就職先などを中心に活動し、実際に就職している状況を見ると充

分な結果が出ているといえよう。 

現在は、平成 30年度の本格実施に向けて、研修生の事前教育や訓練、あるいは研修先や

座学提供先の確保および研修時における国際学生交流先としてのダナン大学との関係構築

などを既に終え万全を期して本格実施にむけ充分な態勢は整っている。 
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学⽣代表挨拶 シンガポールチーム

ベトナム・ホーチミンチーム ベトナム・ハノイチーム

平成29年度海外ビジネス研修及び海外語学研修の報告会を開催しました
（佐世保校開催）

<海外ビジネス研修> 
 今年度8⽉から11⽉にかけて、経営学部及び経済学部の2・3年⽣が海外ビジネス研修に参加しました。 
 海外ビジネス研修の実施は4回⽬となり、今年度が試⾏の最終年度となります。 
 今年度は、シンガポール3名、ベトナム（ホーチミン、ハノイ、ダナン）11名、タイ（バンコク）2名が⽇系企業、
現地企業等で研修を受けました。

 研修では、現地の歴史・⽂化、経済状況に関する説明、営業活動への同伴、⾃社の⼯場及び倉庫などの視察、市場調
査、提案書作り、ディスカッション、各種会議への参加といった様々なプログラムをご提供いただき、⼤変貴重な経験
をさせていただきました。 
 研修当初、慣れない環境やコミュニケーション⼒の不⾜により、学⽣達は⼾惑いを隠せませんでしたが、真摯に対応
してくださる受⼊企業等の現地スタッフの⽅々に⽀えられて無事に全⽇程を終えることができました。 
 学⽣達は、「企業の実態や業界に関する的確な情報収集⼒や専⾨的な知識の必要性、ディスカッション能⼒の未熟
さ、英語でのコミュニケーション⼒の不⼗分さ、⽇本に関する知識不⾜」といった課題を知る機会となり、今後何をす
べきかを考え⾃分⾃⾝の夢や⽬標に向かって主体的・積極的に⾏動していくことを決意しました。
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ベトナム・ダナンチーム タイ・バンコクチーム

語学研修(フィリピン・セブ) 集合写真

ベトナム・ダナンAPECチーム

※平成29年9⽉26⽇、⻑崎県公⽴⼤学法⼈とダナン市⼈⺠委員会外務局は、相互の教育・⽂化の振興や⼈材の育成など
を⽬的として、包括連携に関する協定を締結したことにより、外務局からAPECでの海外ビジネス研修において全⾯的
に協⼒を得ることができました。

<海外語学研修(フィリピン・セブ)> 
 今年度8・9⽉にかけて、経営学部国際経営学科1・2年⽣52名がフィリピン・セブでの語学研修に参加しました。 
 学⽣達は語学研修を経験して、「マンツーマンレッスンでは意思の疎通に苦労した。会話を通して、セブ島の事や⽂
化の違いが分かった。初めて海外に⾏き、異⽂化の中で⽣活したことで海外に対する興味が強くなった。リスニング
⼒、スピーキング⼒の向上を実感した」など課題や成果を実感したようです。 
 また、今後の⽬標として、2年後の海外ビジネス研修に向けて、「普段から英語を話す、聞く機会を増やし、スピー
キング⼒を磨く。興味のある国や、その国の⽂化について深く知るなど、グローバルな視野を持って⽣活する」といっ
たことを意識しながら、英語⼒向上のための学習を継続したいとの意気込みを発表しました。

 平成30年度からは経営学部国際経営学科において、海外ビジネス研修は正規授業科⽬の⼀環として本格実施となりま
す。今後も実りある研修となるよう学⽣及び教職員⼀丸となって取り組んでいきます。

〜 関係者の皆様へ 〜 
 本学学⽣及び教職員⼀同、深く感謝申し上げるとともに、今後ともご⽀援・ご協⼒を賜りますようよろしくお願い申
し上げます。
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平成29年11月29日 長崎新聞
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平成29年11月31日 長崎新聞
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平成29年12月1日 長崎新聞
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平成 29年度公共機関インターンシップ 

 

参加学生の報告※抜粋・要約 

行政の職員が行っている業務について知ることができ、働くうえでの心構えや必要なことがわかった。 

職場の雰囲気を知ることができた。 

実習先の職務について理解を深めることができた。 

一般企業と公的機関の違いについて学ぶことができた。 

窓口の体験が印象的で、情報量の多さや迅速な対応が必要とされ、圧倒された。 

改めて、当該市役所で働きたいと思った。 

考えながら仕事を行うことで、自分の知識につながると感じた。 

ホウレンソウ（報告、連絡、相談）の大切さを実感した。 

卒業するまでに身につけておくと便利なスキルを知ることができた。 

社会人として求められる言葉遣い、行政の現場で用いられる用語などを学ぶことができた。 

挨拶や返事、コミュニケーションの大切さを学ぶことができた。 

行政の仕事がどのようなものか、どのように仕事に取り組めばよいか、必要な知識・能力・心構えについ

て学ぶことができた。 

学んだことを今後の大学生活や就職活動に生かしていきたい。 

社会に出て働く際の責任の大きさについて学んだ。 

実習を通して、職員と市民がいかに密接であるのかが分かり、コミュニケーション力は大事だと感じた。 

窓口業務以外にも、裏方の業務がたくさんあり、思っていた以上に大変だと感じた。 

予め想定していたよりもやることが多く大変だということが分かり、想像と現実とのギャップはかなり

埋めることができた。 

やりがいを感じたことで、ここで働きたいという想いが強まり、より明確に自分の将来へのイメージを固

めることができた。 

業務内容を読んだだけでは知ることのできない、役場での雰囲気や業務を体験することができた。 

行政の方から、直接、仕事をするうえで必要なことについて話を聴くことができた。 

 

受け入れ先の方からの評価※抜粋・要約 

若者らしい積極性と観察力をもち、未経験のことへの前向きな姿勢は高く評価できる。社会人として必要

な判断力や対応力も身につけつつあり、今後の活躍を祈念している。 

業務に対する責任感が強く、取り組む姿勢や集中力に優れていた。優秀な人材と思われるので、本市役所

や市に関係する仕事を目指してほしいと感じた。 

自身のテーマをしっかりと思っており、実習先として合っていたと感じた。経験を積み、将来優秀な人材

に育つことを大いに期待できると思う。 

依頼した仕事に対して真面目に取り組み、責任をもって最後までやり遂げていた。同じ作業を繰り返し行

う仕事では効率よく作業できるよう工夫をする姿勢が見られた。この経験を今後の就職活動や就職後に

も活かしてほしい。 
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長崎県立大学ナンバリングシステム 

 

１．ナンバリングとは 

ナンバリングとは「授業科目に適切な番号を付し分類することで，学修の段階や順序等を

表し，教育課程の体系性を明示する仕組みである」と定義されています。 

カリキュラム・マップやカリキュラム・ツリーを踏まえながら各科目の分野や順次性，科

目同士の関連性を意識し，各科目にコースコードを付していくことで，各科目がどの分野の

下でどの履修段階に位置するかを示すことができ，各学科のカリキュラム構造を容易に理解

することが可能になります。 

学生側のメリットとしては，授業科目の水準や授業科目同士の関連性，そして順次性を把

握することができ，見通しをもって主体的かつ計画的に学修を進めることが可能になりま

す。さらに，ナンバリングは海外の大学でも行われています。コースコードは大学によって

異なりますが，レベルの設定はほぼ同様ですので，海外大学との単位互換が容易になること

も期待されます。 

 

２．長崎県立大学ナンバリングシステム 

◆コード体系 

本学におけるナンバリング導入の前提に照らして，本学のコースコードは「①開設部局

コード」，「②学問分野コード」，「③レベルコード」，「④ディプロマコード」の４種類の要素

によるシンプルな 9桁で構成されています。 

 

 

 

① 開設部局コード（2桁） 

開設部局コードは本学の学部学科組織を明示します。5 学部 9 学科の識別は，本学が学

生に付与している学籍番号の頭から 2 桁目（アルファベット）と 3 桁目（数字）を使用し

ます。学籍番号の一部を利用することで学生，教職員にとってわかりやすいコードとなっ

ています。全学，教職，学部共通科目については，別途専用のコードを採番します。 
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開設部局コード 

全学 A 全学教育 0 

経営 B 

経営学部共通 0 

経営学科専門 1 

国際経営学科専門 2 

地域創造 R 

地域創造学部共通 0 

公共政策学科専門 1 

実践経済学科専門 2 

国際社会 G 国際社会学科専門 1 

情報システム S 

情報システム学部共通 0 

情報システム学科専門 1 

情報セキュリティ学科専門 2 

看護栄養 N 

看護栄養学部共通 0 

看護学科専門 1 

栄養健康学科専門 2 

教職 E 教職科目 0 

 

②学問分野コード（3桁） 

学問分野コードは学内外に共通する学問分野分類名（英語版）から 3桁のアルファベット

に略したものを使用します。 

 

③レベルコード（3桁） 

レベルコードは，1 桁目（百の位，レベル①）に順次性，2 桁目（十の位，レベル②）に

学部学科により定義されるレベル表記（定義されない場合は 0），3桁目（一の位）に履修対

象者を示します。1桁目の順次性は，国際的にも標準となっている初年次，入門・・大学院レ

ベルといった 1～5の数字で示します。2桁目は，学部学科で必要に応じて定義することがあ

ります。必要がない学科では，0を表記します。3桁目の履修対象者は，学部学科を問わずと

いうケースから，学部学科に限るといったケースなど 0～3の 4種類で示します。 

 

レベル① レベル② 履修者の範囲 

初年次 100番台     だれでも履修可 0 

入門 200番台     当該学部学生のみ履修可 1 

中級 300番台     当該学科学生のみ履修可 2 

上級 400番台     
全学教育科目のうち特定の学科学

生のみ履修可 
3 

（大学

院） 
500番台        

各学科にて、レベ

ル①よりも細分化

する必要がある場

合には、適宜使

用。使用しない場

合はすべて「0」 
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④ディプロマコード（1桁） 

ディプロマコードは，大学が育成しようとしている人材像，修得できる能力を明示するも

ので，学生にとっては履修科目で修得する目標が明示され，社会に対しては学修の質的保証

に資するコードです。 

学科毎に設定している 3～4 つの DP は，修得できる能力が示されています。授業科目が，

学部学科で定めている DPのどれに対応しているのかを示します。 

 

 

これら 4種類の要素をもつ本学のコースコードは，学生，教職員だけでなく，他大学や社会

に対しても具体的でわかりやすい実用性と汎用性を併せ持ったユニークなコード体系です。 
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進級・卒業要件及び設定科目

進級要件

要件

経営学部 日経TEST３００点 日商簿記検定２級

ファイナンシャル・プランニング技
能検定２級

リテールマーケティング（販売士）
検定２級

日経TEST４３０点

日経TEST３００点 税理士試験１科目

日商簿記検定２級 日商簿記検定１級

全能簿記能力検定上級

日経TEST３００点

TOEIC600点

日経TEST３００点
日経TEST４３０点

ニュース時事能力検定２級

実践経済学科 日経TEST３００点

英語選択：TOEIC６００点

中国語選択：中国語検定３級

情報システム学科 ITパスポート

情報セキュリティ学科 ITパスポート

日経TEST４３０点

英語選択：TOEIC７３０点

中国語選択：中国語検定２級

基本情報技術者試験

情報セキュリティマネジメント試験

卒業要件

要件

次
の
い
ず
れ
か

次
の
い
ず
れ
か

次
の
い
ず
れ
か

TOEIC７３０点

地域創造学部

国際社会学部

情報システム学部

学科名学部名

国際経営学科

経営学科

（ｱｶｳﾝﾃｨﾝｸﾞｺｰｽ）

公共政策学科

国際社会学科
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全学FD研修会

開催地 開催月日 参加人数 概要

佐世保校 8/10

１５７名

教員　１４１名
法人役員・事務職員　１５名

学外（講師以外）　１名

全体テーマとして「初年次教育の動向について」、外部講師として、同
志社大学社会学部教育文化学科の山田礼子教授を招聘し、基調講
演を行った。引き続き実施した分科会では、玉川大学教学部教育学
修支援課の山崎千鶴課長、長崎国際大学教育基盤センター副セン
ター長の小川由起子教授、鹿児島大学総合教育機構高等教育研究
開発センターの伊藤奈賀子准教授をそれぞれ講師にお招きし、先行
事例の紹介と質疑応答を行った。

佐世保校【主会場】
（シーボルト校は遠隔
システムにより配信）

8/30

８２名

教員　７０名
法人役員・事務職員　１２名

熊本大学教育統括管理運営機構の川越明日香准教授を講師に招
聘し、「ナンバリング」をテーマに講演とワークショップを行った。ナン
バリング制度の目的や意義について情報を共有し合うとともに、講義
いただいた内容に基づく実際のナンバリング作業を行った。

シーボルト校【主会場】
（佐世保校は遠隔
システムにより配信）

11/21

１３２名

　教員　９９名
法人役員・事務職員　１５名

外部（講師以外）　１８名

初年次教育において第一人者であるサウスカロライナ大学の
Jennifer R. Keup教授を講師に招聘し、「初年次教育」をテーマに講演
や質疑応答を行った。今回の講演の前後に、本学学生のガイドによ
るキャンパスツアーが行われた。

佐世保校 3/1

５５名

教員　４４名
法人役員・事務職員　１１名

シーボルト校 3/2

５３名

教員　４８名
法人役員・事務職員　５名

学部FD研修会

開催地 開催月日 参加人数 概要

経営学部 3/7 ２６名

「長崎県立大学入学に関するアンケート」の回答結果に対する意見・
提案をテーマに研修を行った。「長崎県立大学入学に関するアンケー
ト」の回答結果をあらかじめ両学科で検討してもらったものを、あらた
めて報告してもらい、そのうえで意見交換した。

地域創造学部 7/11 ２４名

実践経済学科の後藤正之教授、実践経済学科の鳥丸聡教授、実践
経済学科の鶴指眞志講師、実践経済学科の芳賀普隆講師、公共政
策学科の黒木誉之准教授を講師として、昨年の実施した新聞で学ぶ
経済学Ⅰを中心に授業の事例を報告した。

国際社会学部 9/26 ２０名

柳田多聞准教授、金村公一准教授、福島涼史准教授を報告者とし
て、全学ＦＤの分科会の情報共有・討論を行った。シラバス・教科書
等を統一して、自己（生活）管理など幅広い内容で、外部の講師や事
務職員等多様な担い手により、実施されている事例であった。学習
態度・習慣の確立が重視され、大学と学生との距離を縮める工夫が
なされていた。その後、共通の初年次教育の（教養セミナー）プログラ
ム構想を行った。

情報システム学部 1/10 １４名

教員の相互での授業参観および意見交換会を行った。平成２９年１１
月２７日～１２月１５日の３週間の間、教員相互で授業参観を行い、そ
の感想や意見についてアンケートを実施した。さらに、平成３０年１月
１０日に、アンケート結果を踏まえての意見交換会を開催した。

10/17 ８名

看護学科の久佐賀眞理教授の「在宅看護」の公開授業を行った。授
業参観終了後にディスカッションを行った。授業は、「前回の講義での
質問の回答」、「予習してきた課題についての討議」、「講義」で構成さ
れていた。グループでの配席についてワークがしやすいように配慮が
あったり、研究を授業に活かしたりしていた。

10/20 １２名

栄養健康学科の湯浅正洋助教授の「食看護演習」の公開授業を行っ
た。授業参観終了後にディスカッションを行った。授業は、到達目標
に対応したテキストの説明の後、食行動と食習慣についての説明と
生活習慣病の関連について解説を行い、実際の食事内容の写真を
見ながら自分自身が感じることや考えることを書き出しつつ、周囲と
の情報交換をするというグループワークを取り入れていた。最後は授
業冒頭に行った到達目標に関する問いかけをしていた。

看護栄養学部

3/1に佐世保校、3/2にシーボル校にて「アクティブラーニングおよび
ルーブリック」を全体テーマとした研修会を行った。今回は２部構成で
行い、第１部では、コクヨ株式会社ファニチャー事業本部TCM事業部
教育バリューチーム西日本営業開発グループの松本毅氏を講師に
招聘し「学びの環境から考えるアクティブラーニング」をテーマに講演
とワークショップを行った。第２部では本学の教育開発センター長で
ある橋本優花里教授を講師として「ルーブリックの活用に向けて」を
テーマに講演を行い、ワークショップでは実際にルーブリックを作成し
た。

H29年度実施FD研修会一覧
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学科FD研修会

開催地 開催月日 参加人数 概要

6/6 １６名

経営学科の鴻上喜芳教授を講師に「学科中期計画課題について」を
テーマに学科中期計画の遂行にあたっての課題について研修を行っ
た。

7/14 １０名

地域との教員・学生の関わり方等ですでに多くの知見を有する高知
大学地域協働学部に学び、それを本学科実践教育に活かすため、
高知大学地域協働学部の須藤順講師を招き、「高知大学地域協働
学部の教育　－協働的学びを中心に－ 」をテーマに研修を行った。
学部立ち上げの経緯や苦労、地域との関係性の構築、学生の地域
への関わり方、教員の学生や地域への関わり方等についてお話いた
だいた。

11/7 １４名

髙橋秀至教授、竹田範義教授、中村貴治講師を報告者として、8/10
に開催された第１回全学FD研修会の３分科会の内容について、経営
学科で情報共有すべく、本研修会を開催した。分科会３については、
参考になったとの意見も見られたものの、他の分科会については、
消極的な意見が多く、分科会１については、批判的な意見が多く出さ
れた。

国際経営学科 10/10 ９名

江崎康弘教授、山本裕教授、矢野生子教授を報告者として、各分科
会の状況を報告し、初年次教育への様々な取り組みについて報告が
なされた。その上で、各教員間での情報交換を行った。

7/6 ９名

公共政策学科の黒木誉之准教授の「地方行政論」の講義に参加、授
業を聴講した後、講師を囲んで意見交換会を実施した。アクティブ・
ラーニングを取り入れた手法に、参加者からの評価と感銘の声が高
く上がった。学生も個々人が主体的に参加しており、教育効果の高さ
が感じられた。

11/14 １９名

長沼信之教授、石田聖講師、黒木誉之准教授を報告者として、分科
会ごとに内容・感想等を報告し、その後、質疑応答と議論をおこな
い、センター委員が今後の課題を中心にまとめをおこなった。

1/23 １５名

現代の我が国の英語教育の最新事情について、高校教員から大学
教員に転身して、受験教育に関する見識の高さに定評のあるお話を
聞かせていただいた。とても興味深い講演で、英語・語学以外の教科
が専門の者にとっても参考になるお話しであった。プレゼンテーション
スキルも極めて高く、刺激的で西日本各地から講演依頼が多く寄せ
られる理由が理解できた。講義後の意見交換では７名の参加者から
意見が出されて、参加者の興味関心を刺激する講演であったことをう
かがうことができた。

6/27 １０名

実践経済学科の鳥丸聡教授・鶴指眞志講師・後藤正之教授を講師
に「新聞で学ぶ授業」の進め方、及び日経TESTの仕組みをテーマに
研修を行った。２８年度後期の「新聞で学ぶ経済Ⅰ」、２９年度前期の
「新聞で学ぶ経済Ⅱ」の授業経験を踏まえ、効果ある取り組み方法に
ついて、実際の授業の様子を収録した動画を基に、鶴指講師が説明
を行った。併せて、日経TESTを受験した経験を踏まえ、試験内容や
設問動向について、鳥丸教授が説明を行った。さらに、日経TESTの
得点の仕組みに関して、後藤教授が説明を行った。以上を踏まえ
て、全員で質疑応答及び今後の授業運営に関する議論を行った。

10/3 １３名

芳賀普隆講師、鶴指眞志講師、田村善弘准教授を報告者として、担
当分科会の概要がレジュメに沿って説明された。併せて当日席上配
付資料・書記作成資料が配布された。また、初年次教育のあり方に
ついて議論された。

2/20 15名

一般社団法人フミダスの濱本伸司代表理事を講師に招聘し、「長期
インターンシップの事例と新しい取組の方向」をテーマに研修を行っ
た。フミダスが行っている中長期実践型インターンシップの事例、コー
ディネートしている北九州市立大学のリアル就職プログラム事例、熊
本県立大学との新しい提携の内容、熊本商工会議所と実施する予定
の企業の受け皿づくりなどのお話を伺った後、質疑応答を行った。長
期インターンシップの場合は、実践型・課題解決型が有効であるこ
と、また学生／企業の参加意識を向上させインターンの成果を上げ
るためのプロセス設定のお話が参考になった。

情報システム学科 10/26 ９名

日下部茂教授、片山徹也准教授、青木研教授、有田大作教授、前村
葉子講師、平岡透教授、吉村元秀准教授、藤沢望講師を報告者とし
て、全学FD研修会分科会の情報共有、および初年次教育（教養セミ
ナー）に関する議論を行なった。

実践経済学科

経営学科

公共政策学科
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情報セキュリティ学科 10/17 ９名

穴田啓晃准教授、小松文子教授、山口文彦教授を報告者として、全
学FD研修会分科会の情報共有、および初年次教育（教養セミナー）
に関する議論を行った。第１分科会からの、学生の学習時間の確保
（１日８時間）を大学が主導して行っていることに関心が示された。第
２分科会からの全学部・学科横断的な教養セミナーは、発表大学の
ように学科が「人」で括れるようなところは可能かもしれなが、本学に
は適さないのではとの感想が多かった。第３分科会からも、学部・学
科横断的な発表であったが、なぜそうする必要があるのか、必要性
に疑問が出された。

9/19 ２２名

看護栄養学科の大塚一徳教授、高比良祥子准教授、三重野愛子講
師、堂下陽子講師を講師として「看護学科における総合看護、初年
次教育のあり方について」をテーマに研修会を行った。2限は、平成
31年度新設科目の「総合看護」の目的・目標について共通理解を図
り決定する。さらに各教員、領域が担う役割を意識できるとし、各領
域で実施・予定している災害看護の内容を報告後、検討案をもとにグ
ループワーク、全体討論を実施し、総合看護の目的・目標を決定し
た。
ランチミーティング・3限は、全学FD分科会の情報共有、現在実施さ
れている学部教養セミナーについて理解し、看護学科における初年
次教育の在り方について検討するとし、各分科会・現在実施している
教養セミナーの報告後、４グループに分かれてワークを行い、全体検
討を行った。

3/22 ２２名

東京医科大学医学部看護学科准教授で、災害塾塾長の山﨑達枝先
生を講師として、「看護基礎教育における災害看護学について」を
テーマに研修会を行った。災害看護学教育は2009年看護師養成指
定規則改正により、統合分野が設置され、統合科目に災害の内容を
含むことが明示されている。災害多発国日本において、教授する必
要がある様々な内容を何時間でどのように学生に伝えるか、伝え方
や方法等についての概略の教授を受けた。受講後の質疑応答では、
平成31年度より災害看護学のコマ数が減少となることから、4年次の
統合で押さえる内容について質疑応答がなされた。

栄養健康学科 10/17 １２名

竹内昌平講師、松澤哲宏講師、武藤慶子教授を報告者として、8月
10日に行われたFD研修会での各分科会の内容について報告が行わ
れた。各分科会で発表担当の大学で行われている教養セミナーの制
度、活用法、実情、問題点、教員の体制、事務のかかわり方などが
報告された。また、大学独自の教養セミナーのためのテキスト、教材
作成がある事などが報告された。また、全学共通の初年度教育プロ
グラム作成を想定した意見交換が行われたが、本学科ではすでに学
部、学科ごとに分かれて教養セミナーを実施しており、また本学科で
は専門教科が多いため、新たに全学共通の教養セミナーを実施する
にはコマ数や学生の負担の面から無理があるのではないかとの意
見が挙げられた。

大学院FD研修会

開催地 開催月日 参加人数 概要

経済学研究科 7/6 ８名

神戸学院大学大学院経済学研究科の渡部尚史教授、学長補佐を講
師に招聘し、「大学院経済学研究科の現状と課題」をテーマに、神戸
学院大学大学院経済学研究科修士課程の現状と課題についてお話
し頂き、議論した。主な論点を挙げれば、定員の充足率が悪いので、
２０１７年度から経済学研究科経済学専攻の募集定員を１０名から３
名に大幅削減したとのことであった。また当大学出身の成績優秀者
（上位２０％以上）を対象とした入試が設定されているとのことだった
が、進学希望者がほとんどいないとのことだった。社会人対象の入試
の出願資格を社会人経験を２年以上と年数を少なくするなど工夫し
ているがなかなか志願者増に繋がらないとのこと。授業料は国公立
大学よりも安く（授業料４６万円）、入学金は当大学出身者は０円とす
るなどの優遇策を講じている。

国際情報学研究科 12/12 ３５名

国際情報学研究科の金村公一准教授を講師として「大学院における
入学時の導入的指導（初年次教育）について考える」をテーマに研修
会を行った。ＦＤ担当の研究科運営委員の金村公一准教授が研究科
教員を対象に事前に実施した大学院における初等教育に関するアン
ケートの結果について報告した。その後、集計結果を踏まえながら、
研究科教員の間で意見交換を行った。

人間健康科学研究科 2/20 11名

東海学院大学元学長の大森正英先生を招聘し、「超高齢社会の未
来―人間の幸福と健康科学」をテーマにお話しいただき、看護学専
攻並びに栄養科学専攻における共通の喫緊の研究テーマについて
意見交換を行った。

看護学科
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（単位：人、円）

実施年度 実施校 構成員数 交付実績額

平成29年度 佐世保校 PIEES（国際交流サポートを通した地域の活性化） 6 136,800

音楽発信プロジェクト～地域交流を大切に・・・～ 4 134,080

両校合同 地域産品を使った弁当作成による地域活性化 7 480,329

シーボルト校 つなぐプロジェクト 5 217,100

就活させよっか！！ 9 264,000

平成28年度 佐世保校 ～Jump SASEBO～ 4 16,431

～訪問演奏おんがく隊～ 4 26,160

～諫早検定～ 1 7,320

～PIEESピース（The Program for
Intercultural Education And English Studies）
異文化理解、外国語教育支援・国際交流に
関する大学生の地域貢献活動～

4 24,330

シーボルト校 ～離島の活性化～ 7 128,057

3 180,210

11 28,673

平成27年度 佐世保校 7 19,690

15 94,450

4 82,872

平成26年度 佐世保校 34 82,982

16 131,200

17 121,980

33 64,013

シーボルト校 22 51,942

6 0

平成25年度 佐世保校 32 104,323

18 163,505

シーボルト校 16 162,455

2 331,842

10 203,360

地域社会と連携し、よりよい音楽の提供を目指すプロジェク
ト

「長崎県立大学やるばいプロジェクト」奨励金交付実績

地域の活性化

長崎のしまに学ぶ　五島１班

やるばい五島～五島の魅力を再発見～

心潤う音楽提供

PIEESピース（The Program for Intercultural Education and
English Studies）異文化理解・外国語教育支援に関する大
学生の地域貢献活動と国際交流

僕らの学びを実践プロジェクト in 四ヶ町商店街

プロジェクト名

教えて先輩！プロジェクト

教会さるく～世界遺産登録推奨プロジェクト～

Sun + light（フェアトレード・カフェスタンドおよびショップ）

三ヶ町・四ヶ町の新たな魅力発掘プロジェクト

PIEESピース（The Program for Intercultural Education And
English Studies）異文化理解、外国語教育支援・国際交流
に関する大学生の地域貢献活動

長与駅フェスティバル

ナニゴトー！？

PIEESピース（The Program for Intercultural Education And
English Studies）異文化理解、外国語教育支援に関する大
学生の地域貢献活動

音楽の共有による地域交流プロジェクト

RadiPicながさき〜長崎新発見〜
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（単位：％）

経済学科
①

地域政策学科
②

流通・経営学科
③

計
（①+②+③）

29年度 97.8 98.4 96.8 97.7

28年度 100.0 97.1 98.5 98.4

27年度 97.5 96.7 96.2 96.8

26年度 95.6 97.1 96.9 96.5

25年度 92.6 97.6 90.6 93.5

24年度 91.7 90.3 94.6 92.2

（単位：％）

国際交流学科
①

情報ﾒﾃﾞｨｱ学科
②

計
（①＋②）

看護学科
③

栄養健康学科
④

計
（③＋④）

29年度 98.6 96.8 97.7 100.0 100.0 100.0 98.9

28年度 95.9 100.0 97.6 100.0 100.0 100.0 98.6

27年度 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

26年度 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

25年度 98.7 98.4 98.6 100.0 94.4 97.8 98.3

24年度 98.2 94.2 96.3 100.0 91.2 96.7 96.5

＜佐世保校＞

＜シーボルト校＞

就　職　状　況

看護栄養学部 合計
（①+②+③+

④）

経済学部

国際情報学部
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●業種別就職状況     ●地域別就職状況

〇経済学部

〇国際情報学部

〇看護栄養学部

 長崎 

53% 

福岡 

16% 

その他 

九州 

8% 

関東 

18% 

中四国 

3% 
その他 

2% 

金融業・保険

業 
20% 

卸売業・小売

業 
20% 

情報通信 

・運輸業 
13% 

公務 
12% 

製造業 
7% 

サービス業 
6% 

建設業 
6% 

不動産業・物

品賃貸業 
3% 

専門・技術

サービス業 
3% 

生活関連

サービス業 
3% 

その他 
7% 

情報通信

業 

21% 

金融・保

険業 

15% 

卸・小売業 

14% 
公務員 

11% 
運輸業、郵

便業 

8% 

製造業 

6% 

サービス業 
5% 

教育・学習

支援業 
4% 

生活関連

サービス業 

4% 

その他 

12% 

長崎 

42% 

福岡 

23% 

その他 

九州 

12% 

関東 

12% 

中四国 

5% 

近畿 

4% 

東海 

2% 

病院 

43% 

[分類名] 

15% 

卸・小売業 

10% 

給食サービ

ス 

10% 

製造業 

8% 

福祉 

4% 

[分類名] 

10% 

長崎 

28% 

関東 

20% 

その他 

九州 
20% 

福岡 

17% 

中四国 

8% 

近畿 

5% 

中部 

3% 
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平成29年度卒業生　　主な就職先
☆経済学部

シーヴイテック九州、親和銀行、長崎電気軌道、メットライフ生命保険

ＡｉｒＡｓｉａ Ｘ、イオン九州、エスケー化研、九州労働金庫、セキスイハイム九州

ゼンリン、損害保険ジャパン日本興亜、大和冷機工業、東武トップツアーズ

凸版印刷、日本生命保険、肥後銀行、ヤマエ久野、楽天カード

自衛隊幹部侯補生、長崎市、佐世保市、県央広域市町村圏組合、福岡県警察

オリックス生命保険、十八銀行、長崎空港ビルディング、長崎県商工会連合会

メモリード、アイ・ティー・エックス、一条工務店、NTTデータ九州、オムロン阿蘇

ぎょうせい、九州労働金庫、九州旅客鉄道、総合メディカル、福岡銀行

福岡入国管理局、長崎県、西海市、長崎県警察、大分県、鹿児島県、熊本県

福岡市教育委員会（中学社会）、宮崎県警察本部、労働者健康安全機構

佐々木冷菓、東七、長崎キヤノン、長崎船舶装備、メットライフ生命保険

あいおいニッセイ同和損害保険、アイ・ケイ・ケイ、麻生、イズミ、大分キヤノン

スガテック、大分銀行、税理士法人アップパートナーズ、ソラシドエア、ナフコ

日本通運、日本郵便、肥後銀行、マイナビ、宮崎銀行、安川ロジステック

国税専門官、雲仙市役所、長崎市、熊本県、宮崎県警察、横浜市消防局

☆国際情報学部

ANAテレマート、鹿児島空港ビルディング、中部国際空港旅客サービス、日本郵便

丸善雄松堂、明治安田生命保険、航空管制官、内閣府沖縄総合事務局

長崎県、長崎県警察事務、佐世保市消防局、岐阜県教育委員会、琴浦町役場

十八銀行、親和銀行、日本ビジネスソフト、MHPSコントロールシステムズ

☆看護栄養学部

経済学科

地域政策学科

流通・経営学科

国際交流学科

看護学科

諫早総合病院、壱岐病院、上五島病院、佐世保中央病院、重工記念長崎病院

長崎原爆病院、長崎北病院、長崎大学病院、長崎みなとメディカルセンター

福岡赤十字病院、福岡和白病院、長崎県教育員会、鹿児島県教育委員会

共栄火災海上保険、十八銀行、ジャパネットHD、損保ジャパン日本興亜

チューリッヒ保険会社、チョーコー醤油、長崎空港ビルディング、一条工務店

情報メディア学科

あいおいニッセイ同和損保、NTTデータMHIシステムズ、扇精光グループ

霧島酒造、Sky、第一生命保険、DNPデジタルソリューションズ

電通パブリックリレーションズ、西鉄人事サービス、ハイマックス、両備システムズ

国税専門官、長崎市、佐世保市、熊本県、北九州市、長崎県商工会連合会

栄養健康学科

JA長崎県央、生活協同組合ララコープ、長崎大学病院、富士産業、ルネサンス

みどり保育園、ＬＥＯＣ、伊万里幼稚園、エームサービス、えがお、益正グループ

HITOWAキッズライフ、保健支援センター、長崎県（栄養士）、島原市（管理栄養士）

再春館製薬所、ドラッグストアモリ、日本食研HD、日本アクセス、はま寿司

杏林堂薬局、久原本家グループ、クリニコ、啓心会病院、コスモス保育園

九州がんセンター、九州中央病院、国立国際医療研究センター病院

国立成育医療研究センター、千葉大学医学部附属病院、浜の町病院
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就職者数
　　　（人）

うち県内
就職者数
　　　（人）

県内就職率 対前年比
就職者数
　　　（人）

うち県内
就職者数
　　　（人）

県内就職率

経済学部 374 104 27.8% 3.7% 381 92 24.1%

経済学科 134 31 23.1% -3.2% 114 30 26.3%

地域政策学科 120 39 32.5% 9.7% 136 31 22.8%

流通･経営学科 120 34 28.3% 4.7% 131 31 23.7%

国際情報学部 130 54 41.5% -2.4% 123 54 43.9%

国際交流学科 70 33 47.1% -2.9% 70 35 50.0%

情報メディア学科 60 21 35.0% -0.8% 53 19 35.8%

看護栄養学部 91 48 52.7% 1.6% 90 46 51.1%

看護学科 54 37 68.5% 3.2% 49 32 65.3%

栄養健康学科 37 11 29.7% -4.4% 41 14 34.1%

大学総計 595 206 34.6% 2.3% 594 192 32.3%

平成２８年度

学科・学部別　県内就職状況

平成２９年度
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○平成29年度の拡充事業 
 

【4年生向け】 

 ・学内合同企業座談会(9/28) 

    就職活動が滞っている学生や公務員志望から切り替えた学生（未内定者）を対象として、

業界・企業を知る機会として提供。県内企業の担当者と学生がざっくばらんに話せる場を提

供した。 

・県内企業4社 

・参加人数：17名 

 

【3年生～1年生向け】 

① 企業見学会(8/9、12/2) 

学生が、県内企業を訪問することによって具体的に体験する（知る）機会をつくった。先輩

社会人の話を聞き、仕事選びの視野を広げ、やりたい仕事をイメージする。 

     (8/9) 

・見学企業：島原地区3社 

     ・参加人数：20名 

   (12/2) 

   ・見学企業：長崎市内3社 

     ・参加人数： 12名 

 

② 冬季・春季インターンシップ事業(11/21) 

夏季インターンシップの参加機会を逃した学生、複数のインターンシップに参加希望のある

学生に対し、冬季・春季にインターンシップを実施する企業を紹介した。（実施時期：平成29

年12月～平成30年2月） 

・長崎県内企業のインターンシップ開催状況をリストで提供するとともに、県内企業3社担

当者によるプログラム等の説明を行った。 

 

③ 学内合同企業説明会(3/30) 

3月上旬に大手人材広告企業がアルカス佐世保で開催していた合同企業説明会を、県内

就職率向上を図るため、本学が協力して学内で開催した。 
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④ キャリア発見セミナー(11/15、1/10、1/26) 

企業の若手社員と本学学生で、「働く」ことについて意見交換を行った。あわせて企業・業

界を知る機会とした。 

     (11/15) 

     ・企業5社（うち県内企業4社）参加［人事担当者、若手社員］ 

   ・参加人数：20名 

   (1/10) 

     ・企業4社（うち県内企業2社）参加［人事担当者、若手社員］ 

   ・参加人数：11名 

   (1/26) 

・企業3社（うち県内企業2社）参加［人事担当者、若手社員］ 

 ・参加人数：15名 

 

⑤ 働き方発見セミナー(12/5) 

適性テストの結果に基づき、職種を理解するためのセミナーを実施した。あわせて企業・業

界を知る機会とした。 

     ・県内企業5社参加 

     ・参加人数：21名 

 

⑥ 県内ＩＴ企業担当者との座談会(12/12) 

ＩＴ企業に興味を持つ学生と県内のＩＴ企業が早期の接触を図ることにより、県内企業に目を

向ける機会とした。 

     ・県内企業4社参加 

 

⑦ 就活生に抱く採用人事・現場営業マンの本音(12/20) 

実際に５つの企業（うち県内企業 2社）で働く若手社員に集まっていただき、若手社員のパ

ネルディスカッションを実施。学生の就活に関する素朴な疑問や、漠然とした不安を解消さ

せ、学生自身がどのように働きたいのかを考える機会とした。 

・参加人数：15名 
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○平成30年度の拡充予定 
 

【4年生向け】 

①  個別企業見学（佐世保校） 

就職課が窓口となり、県内企業担当者と個別に調整し、個別の企業見学を積極的に行い、

県内企業の内定獲得を目指す。 

 

②  学内ミニ合同企業説明会（佐世保校） 

内定を取得できていない学生、公務員志望から民間に切り替えた学生等を対象に、学内で

企業と接触できる機会として実施し、県内企業の内定獲得を目指す。（6月実施予定） 

 

【3年生～1年生向け】 

①  合同インターンシップ説明会（H30新規） 

県が実施する県内就職促進期間「Work! Nagasaki」キャンペーンに合わせて実施予定。 

・対象 ：県立大学生及び他大学生（1～4年） 

・企業が簡単に自社の紹介とインターンシップの特徴等をスクール形式で説明 

・後半は企業がブースを設け個別の相談受付（インターンシップに限らず、自由な意見交

換も可能） 

 

② 県内情報サービス業企業セミナー（シーボルト校） 

県内の情報サービス系企業の業務内容や、そこで働く人々の職務内容を現実的に理解す

る機会とし、県内就職先の候補として認知させる。 
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1 中国 1992年10月7日 (平成4年) ○
計4名
規定なし

○ ○ ○
年1回
交互に
開催

○

☆ 2 アメリカ 2001年9月28日 (平成13年) ○
各2名

半年又は1年
○ ○

2002年10月17日 (平成14年) ○
各3名

半年又は1年
○ ○

上海外国語大学短期留学生プログラム協定 2011年6月30日 （平成23年） ○
受入5名

派遣短期研修10名

4 韓国 2004年4月1日 (平成16年) ○
各2名

半年又は1年
○ ○ ○

2004年12月2日 (平成16年) ○
各2名

半年又は1年
○ ○ ○

看護大学校 2006年2月9日 （平成18年） ○ 定期的な相互交流 ○ ○

6 中国 2006年12月7日 (平成18年) ○ 規定なし ○ ○ ○

☆ 7 中国 2009年5月20日 (平成21年) ○
計1～3名
規定なし

個別に
協議

　

8 中国 2011年3月1日 (平成23年) ○
各2名
1年以内

○

☆ 2012年10月30日 (平成24年) ○ 学部の規定による ○ ○ ○

ジャーナリズム・マスコミュニケーション学部 2013年3月18日 (平成25年) ○
各5名
1年以内

○ ○ ○

看護学部 2014年3月24日 (平成26年) ○ ○ ○

10 中国 2013年3月1日 (平成25年) ○
各5名
1年以内

○ ○

☆ 11 アメリカ 2013年12月14日 (平成25年) ○
各2名
半年

○ ○

☆ 2014年11月25日 (平成26年) ○ 別途覚書を締結 ○ ○ ○

（学生交流に関する覚書） 2016年3月30日 (平成28年) ○
各2名
1年以内

○

※東亜大学・華僑大学と2011年締結した協定については6年毎に更新。それ以外の協定は5年毎に更新。

☆英語で留学可能な、交流協定締結校

ダナン大学（大学間交流協定） ○

タイ9

○

エドモンズコミュニティカレッジ ○

○

湖北大学

12 ベトナム

国際交流協定校一覧

協定事業内容

刊行物等
の
交換

共同
研究

教職員
交流

学生交流協定締結日
派遣・受入人数

期間
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ等

厦門
アモイ

大学　日本研究所

西安外国語大学

タマサート大学

東亜大学校

高麗大学校

澳門
マカオ

大学　社会人文学部

韓国

○

上海外国語大学

5

○

華僑大学

ウィスコンシン大学オシュコシュ校

○

3 中国

○

大学名

○
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○外国人留学生の受入状況
☆数値については、学生の国籍により計上

中国 韓国 ベトナム タイ 計 中国 韓国 米国 ベトナム タイ 計

交換留学生 9 1 10 14 2 3 5 24 34

私費留学生 2 4 0 6 1 1 1 3 9

計 11 1 4 0 16 15 3 3 1 5 27 43

交換留学生 10 10 0 10

私費留学生 2 0 0 2 4 0 6 8

計 12 0 0 0 12 4 0 0 0 0 4 16

交換留学生 0 0 0

私費留学生 1 0 1 1 1

計 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 2

交換留学生 19 1 0 0 20 14 2 3 0 5 24 44

私費留学生 5 0 4 0 9 6 1 0 1 0 8 17

計 24 1 4 0 29 20 3 3 1 5 32 61

中国 ベトナム 韓国 米国 タイ その他 合計

（人） 44 5 4 3 5 0 61

（％） 72.1% 8.2% 6.6% 4.9% 8.2% 0.0% 100.0%

※中国の数値にはエドモンズコミュニティカレッジ(アメリカ)からの派遣学生１名を含む

※韓国の数値には上海外国語大学（中国）からの派遣学生１名を含む

※短期私費は協定に基づく受入れの為、交換に含む

○交換留学　派遣状況（平成28年度からの継続者+29年度新規派遣）

中国 韓国 米国 その他 計 中国 韓国 米国 タイ 計

2 1 3 7 2 6 15 18

0 0 0

2 1 0 0 3 7 2 6 0 15 18

○英語で留学可能な協定締結校からの受入、派遣学生数

年度 H29

受　入 9
派　遣 6

合計

佐世保校

国別状況

合計

区　分

学部

大学院

区　分
佐世保校 シーボルト校

合計

外国人留学生の状況（平成29 年度在籍者数実績） 

学部

大学院

研究生

合計
シーボルト校

資料No.１３

69



入学志願者及び入学者数
【 学 部 】　[平成３０年度] （単位：人、倍、％）

定  員 志願者 受験者 合格者 入学者 志願倍率 受験倍率 競争率
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｂ/Ａ Ｃ/Ａ Ｃ/Ｄ

推　　薦 55 74 74 55 53 1.3 1.3 1.3

一般入試(前期) 70 217 205 98 54 3.1 2.9 2.1

一般入試(後期) 15 311 111 59 38 20.7 7.4 1.9

一般入試計 85 528 316 157 92 6.2 3.7 2.0

帰 国 子 女 若干名 0 0 0 0 - - -

社　会　人 若干名 0 0 0 0 - - -

留　学　生 若干名 6 5 4 3 - - -

小　  　計 140 608 395 216 148 4.3 2.8 1.8

推　　薦 20 36 36 20 20 1.8 1.8 1.8

一般入試(前期) 30 155 139 38 32 5.2 4.6 3.7

一般入試(後期) 10 177 50 20 12 17.7 5.0 2.5

一般入試計 40 332 189 58 44 8.3 4.7 3.3

帰 国 子 女 若干名 0 0 0 0 - - -

社　会　人 若干名 0 0 0 0 - - -

留　学　生 若干名 0 0 0 0 - - -

小　  　計 60 368 225 78 64 6.1 3.8 2.9

200 976 620 294 212 10.5 6.6 4.7

推　　薦 30 58 58 30 30 1.9 1.9 1.9

一般入試(前期) 60 174 147 74 60 2.9 2.5 2.0

一般入試(後期) 30 202 79 45 33 6.7 2.6 1.8

一般入試計 90 376 226 119 93 4.2 2.5 1.9

帰 国 子 女 若干名 0 0 0 0 - - -

社　会　人 若干名 0 0 0 0 - - -

留　学　生 若干名 0 0 0 0 - - -

小　  　計 120 434 284 149 123 3.6 2.4 1.9

推　　薦 45 75 75 47 47 1.7 1.7 1.6

一般入試(前期) 65 241 226 82 59 3.7 3.5 2.8

一般入試(後期) 20 183 68 35 25 9.2 3.4 1.9

一般入試計 85 424 294 117 84 5.0 3.5 2.5

帰 国 子 女 若干名 0 0 0 0 - - -

社　会　人 若干名 0 0 0 0 - - -

留　学　生 若干名 0 0 0 0 - - -

小　  　計 130 499 369 164 131 3.8 2.8 2.3

250 933 653 313 254 7.5 5.2 4.2

Ａ　　Ｏ 5 10 9 7 7 2.0 1.8 1.4

推　　薦 19 36 36 20 20 1.9 1.9 1.8

一般入試(前期) 30 51 49 37 31 1.7 1.6 1.3

一般入試(後期) 6 74 18 10 6 12.3 3.0 1.8

一般入試計 36 125 67 47 37 3.5 1.9 1.4

帰 国 子 女 若干名 0 0 0 0 - - -

社　会　人 若干名 1 1 0 0 - - -

留　学　生 若干名 0 0 0 0 - - -

小　  　計 60 172 113 74 64 2.9 1.9 1.5

推　　薦 12 34 34 13 13 2.8 2.8 2.6

一般入試(前期) 20 76 74 21 18 3.8 3.7 3.5

一般入試(後期) 8 146 57 15 13 18.3 7.1 3.8

一般入試計 28 222 131 36 31 7.9 4.7 3.6

帰 国 子 女 若干名 0 0 0 0 - - -

社　会　人 若干名 0 0 0 0 - - -

留　学　生 若干名 0 0 0 0 - - -

小　  　計 40 256 165 49 44 6.4 4.1 3.4

推　　薦 12 23 23 13 13 1.9 1.9 1.8

一般入試(前期) 20 77 75 22 18 3.9 3.8 3.4

一般入試(後期) 8 142 57 16 14 17.8 7.1 3.6

一般入試計 28 219 132 38 32 7.8 4.7 3.5

帰 国 子 女 若干名 0 0 0 0 - - -

社　会　人 若干名 0 0 0 0 - - -

留　学　生 若干名 1 1 0 0 - - -

小　  　計 40 243 156 51 45 6.1 3.9 3.1

80 499 321 100 89 12.5 8.0 6.4

国
際
社
会
学
部

国
際
社
会
学
科

情
報
シ
ス
テ
ム
学
部

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科

情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ

学
科

学　　　部　　　計

区　      　  分

経
　
営
　
学
　
部

経
営
学
科

国
際
経
営
学
科

学　　　部　　　計

地
域
創
造
学
部

公
共
政
策
学
科

実
践
経
済
学
科

学　　　部　　　計
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定  員 志願者 受験者 合格者 入学者 志願倍率 受験倍率 競争率
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｂ/Ａ Ｃ/Ａ Ｃ/Ｄ

区　      　  分

推　　薦 16 48 48 16 16 3.0 3.0 3.0

一般入試(前期) 38 86 86 39 37 2.3 2.3 2.2

一般入試(後期) 6 100 29 11 10 16.7 4.8 2.6

一般入試計 44 186 115 50 47 4.2 2.6 2.3

帰 国 子 女 若干名 0 0 0 0 - - -

社　会　人 若干名 4 4 1 1 - - -

留　学　生 若干名 0 0 0 0 - - -

小　  　計 60 238 167 67 64 4.0 2.8 2.5

推　　薦 10 29 29 10 10 2.9 2.9 2.9

一般入試(前期) 24 53 52 28 21 2.2 2.2 1.9

一般入試(後期) 6 82 38 11 9 13.7 6.3 3.5

一般入試計 30 135 90 39 30 4.5 3.0 2.3

帰 国 子 女 若干名 0 0 0 0 - - -

社　会　人 若干名 1 1 1 0 - - -

留　学　生 若干名 1 1 0 0 - - -

小　  　計 40 166 121 50 40 4.2 3.0 2.4

100 404 288 117 104 8.1 5.8 4.9

5 10 9 7 7 2.0 1.8 1.3

219 413 413 224 222 1.9 1.9 1.8

357 1130 1053 439 330 3.2 2.9 2.4

109 1417 507 222 160 13.0 4.7 2.3

466 2547 1560 661 490 5.5 3.3 2.4

若干名 0 0 0 0 - - -

若干名 6 5 2 1 - - -

若干名 8 6 4 3 - - -

690 2984 1993 898 723 4.3 2.9 2.2合　　　　　　計

※ＡＯ入試の受験者数は2次選考受験者数

一般入試(前期)　計

一般入試(後期)　計

一般入試　合計

帰国子女　計

社会人　計

留学生　計

看
 
護
 
栄
 
養
 
学
 
部

看
護
学
科

栄
養
健
康
学
科

学　　　部　　　計

Ａ　　Ｏ　　計

推　　薦　　計

【大学院】[平成３０年度] （単位：人、倍、％）

定  員 志願者 受験者 合格者 入学者 志願倍率 受験倍率 競争率

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｂ/Ａ Ｃ/Ａ Ｃ/Ｄ

12 8 8 7 7 0.7 0.7 1.1

6 0 0 0 0 － － －

4 1 1 1 1 0.3 0.3 1.0

10 1 1 1 1 0.1 0.1 1.0

9 9 9 7 1.0

2 2 2 2 1.0

11 11 11 9 1.4 1.4 1.0

8 4 4 4 4 0.5 0.5 1.0

若干名 0 0 0 0 － － －

若干名 0 0 0 0 － － －

8 4 4 4 4 0.5 0.5 1.0

3 1 1 1 1 0.3 0.3 1.0

若干名 0 0 0 0 － － －

3 1 1 1 1 0.3 0.3 1.0

19 16 16 16 14 0.8 0.8 1.0

41 25 25 24 22 0.6 0.6 1.0

※平成２９年１０月入学志願者を含む

研究科　計

大学院　計

一般選抜

社会人特別選抜

外国人留学生
特別選抜

前期課程　計

博
士
後
期
課
程

一般選抜

外国人留学生
特別選抜

後期課程　計

人
間
健
康
科
学
研
究
科

看護学専攻(修士課程)

一般選抜

8

1.4 1.4

社会人特別選抜

専攻　計

栄養科学専攻

博
士
前
期
課
程

区　      　  分

 経済学研究科 産業経済・経済開発専攻(修士課程)

国際情報学
研究科

国際交流学専攻（修士課程）

情報メディア学専攻（修士課程）

研究科　計
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平成２９年８月４日 

長崎県立大学 

担当課 
佐世保校 
学生支援課学生グループ 

シーボルト校 
学生支援課学生グループ 

電話番号  0956-47-5703（直通）  095-813-5065（直通） 

担当者 浦上、福野 山田、福田 

 

長崎県立大学離島オープンキャンパス2017in五島の開催について 

 

長崎県立大学は、平成29年4月14日に長崎県教育委員会と、本県教育の充実・発展

に寄与することを目的とし、連携協定を締結しております。この協定による連携・協力

の１つとしまして、このたび『離島オープンキャンパス2017in五島』を下記のとおり

開催いたしますので、お知らせいたします。 

なお、オープンキャンパスは、7月16日、17日に例年通り佐世保校・シーボルト校

の両キャンパスにおいて開催しましたが、さらに離島の高校生、保護者等が気軽に参加

できるよう、今年度より企画したものになります。8月 20日（日）のオープンキャン

パス開催当日は、本学から学長をはじめ在学生、教職員約40名が五島高校に赴き、学

部学科紹介、講義体験、在学生との相談コーナーなど様々なイベントを予定しておりま

す。 

 

記 

 
１．日  時 

平成29年8月20日（日） 12時30分～15時30分（受付開始12時00分～） 

 

２．場  所 

県立五島高等学校 （五島市池田町1-1）メイン会場：メモリアルホール 

 

３．参加対象                                

五島高等学校、五島南高等学校、奈留高等学校、五島海陽高等学校の高校生、

保護者、高校教諭等 

 

４．内容（別紙のとおり） 

 

５．報道対応について 

  当日取材を希望される場合は、8月17日（木）17時00分までに下記問い合わせ先

にご連絡いただきますようお願いします。 

 

６．問い合わせ先 

  ●オープンキャンパス：佐世保校学生支援課学生グループ（TEL 0956-47-5703） 

  ●連携協定：佐世保校企画広報課企画広報グループ（TEL 0956-47-5856）前田 
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離島オープンキャンパス2017in五島 別紙

日時：8月２０日（日）
場所：五島高校

※　以下のスケジュールは当日変更になる可能性があります。

時間 イベント内容 場所 備考

12:00～ 受付開始 メモリアルホールロビー

〇　開会

〇　開会挨拶

12:40
〇　資料確認
　・　イベント内容紹介

12:45 〇　学部学科紹介 ＤＶＤ使用

12:55 〇　しまなび紹介

〇　学生による大学学生生活紹介（未定）

〇　サークル紹介（未定）

13:35～

　・　国際社会学科 ２階教室

　・　情報システム学科 ２階教室

　・　情報セキュリティ学科 ２階教室

　・　看護学科 ２階教室

　・　栄養健康学科 ２階教室

　・　入試相談ブース

　・　学科ブース

　・　在学生と語ろうブース

　・　学食メニューパネル展示

　・　生協紹介アパートパネル展示

14:25～

　・　経営学科 ２階教室

　・　国際経営学科 ２階教室

　・　公共政策学科 ２階教室

　・　実践経済学科 ２階教室

　・　国際社会学科 ２階教室

　・　情報システム学科 ２階教室

　・　入試相談ブース

　・　学科ブース

　・　在学生と語ろうブース

　・　学食メニューパネル展示

　・　生協紹介アパートパネル展示

15:20

　・　入試相談ブース

　・　学科ブース

　・　在学生と語ろうブース

　・　学食メニューパネル展示

　・　生協紹介アパートパネル展示

15:30 〇　閉会

移　動

15:20
～
15:30
（10分間）

〇　ブース

２階教室

〇　パネル展示

２階フロア（仮）

移　動

14:40
～
15:20
（40分間）

〇　講義体験（案）

〇　ブース

２階教室

〇　パネル展示

２階フロア（仮）

12:30

メモリアルホール

13:25
～
13:35
（10分間）

移　動

13:45
～
14:25
（40分間）

〇　講義体験（案）

〇　ブース

２階教室

〇　パネル展示

２階フロア（仮）
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学長裁量教育研究費

【佐世保校】
（単位：件、千円）

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

21 12,385 22 11,802 13 6,693 19 9,096 17 7,727

[平成29年度の取り組み]

交付額

学　科 （千円）

公共政策 個人 1 354

実践経済 個人 1 183

国際経営 個人 3 546

公共政策 個人 1 533

経営 共同 1 422

公共政策 個人 3 490

公共政策 個人 1 1,283

公共政策 個人 3 878

実践経済 個人 3 402

実践経済 個人 1 12

地域連携センター 個人 1 333

国際経営 個人 1 134

公共政策 個人 1 494

実践経済 個人 1 262

公共政策 個人 3 627

経営 個人 1 428

公共政策 個人 1 346

7,727総　　　計

後藤正之 学生にとって使いやすい実践的な統計活用手法の教授法

橋本優花里
納得感とは何か―主体的学びを後押しする心理学的概念を探
る

科
研
費
獲
得
支
援

宮地晃輔
グローバル能力構築競争時代におけるわが国造船業の組織間
管理会計に関する研究

石田聖
公共政策過程の協働プロセスにおける中間支援組織を支える
社会環境基盤に関する研究

長崎県における地域公共交通に関する研究

鳥丸聡 長崎県北地域における新規事業のフォローアップと課題発掘

学
長
が
掲
げ
る
大
学
の
目
標

中島洋
「しまなび」プログラムにおける地域住民を活用した学びの
仕組みの開発

石田和彦
通貨の本質論を踏まえた、「マイナス金利政策」の効果・影
響の検証

麻生雄治 英語スピーキング力を伸ばす指導法とその評価

長
崎
の
地
域
課
題

宮地晃輔
地域中小企業の経営計画・管理会計システムの活用実態解明
と経営改善への接続に関する研究－長崎県中小企業の競争力
向上への貢献－

石田聖 長崎県における主権者教育定着に向けた基礎的研究

奥山忠裕
地方部における労働需要・供給調査に基づく需要ギャップ解
消施策に関する研究

黒木誉之
市民自治・市民協働と地域ガバナンス　－災害対応を中心と
して－

鶴指眞志

離
島

松尾晋一 離島探検の基礎的研究

田村善弘 離島地域におけるエシカル消費に関する研究

東
ア
ジ
ア

江崎康弘 地方中小企業の東アジアへの事業展開の課題に関する研究

西岡誠治 フィリピンにおける囲郭居住システムが教えるもの

研究
種目

研究代表者 共同・個人
の別

研究期間
(年) 研　　　究　　　課　　　題

氏　名

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ
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【シーボルト校】
（単位：件、千円）

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

44 43,586 41 35,169 39 31,752 39 31,530 38 29,594

[平成29年度の取り組み]

交付額

学　科 （千円）

情報システム 共同 1 2,503

国際社会 共同 3 685

国際社会 共同 1 427

国際社会 個人 2 351

看護 共同 1 386

看護 共同 1 321

看護 共同 2 666

看護 共同 3 324

看護 共同 1 908

国際社会 個人 1 1,429

看護 個人 1 730

看護 個人 2 332

看護 個人 2 451

栄養健康 個人 1 569

看護 個人 2 397

看護 個人 2 901

栄養健康 個人 1 1,267

栄養健康 共同 1 911

看護 共同 1 624

栄養健康 共同 1 2,215

栄養健康 共同 1 1,648

哺乳動物肝細胞における非環式ジテルペノイドGGA代謝産物の
同定―特にリン脂質画分の解析

飛奈卓郎
低強度の有酸素運動でも骨格筋量と筋力は増加するか　-運動
介入による検証-

中村鈴子
島における保育所（園）における感染予防対策に関する健康
教育の効果

田中一成 長崎県産農産物の機能性解明に関する研究

挑
戦
的

稲垣佳映 食品廃棄部分におけるプレバイオティクス効果の検討

吉田恵理子
吃音をもつ子どもの母親が抱く悩みと、必要とするソーシャ
ル・サポートに関する研究

四童子好廣

高比良祥子 肝疾患看護に携わる外来看護師のケアの臨床知に関する研究

竹内昌平
インフルエンザの感染症週報データのさらなる活用を目指し
た研究

竹口和江
企業外労働衛生機関の保健師の保健活動に関する研究
～メンタルヘルスケア不調の一次予防対策における現状と課
題～

長崎県下の市町村合併後の保健師の活動体制のあり方に関す
る研究　その３：壱岐市

森田均
地域社会における高度交通システム構築からメディア論へ新
たな研究手法をもたらす試み

大塚一徳
地域での認知症への理解を深めるための普及・啓発講座にお
けるワーキングメモリの査定が高齢者の記憶の自己効力感に
及ぼす影響

髙崎亜沙奈
特定行為看護実践に関する看護師の認識―地域医療に焦点を
当てて―

長
崎
の
地
域
課
題

片穂野邦子
分子標的薬治療に伴う有害事象が生じた肺がん患者の生活体
験

木村チヅル
新総合事業移行による地域包括ケアシステム構築に関する研
究

久佐賀眞理
行政におけるひきこもりの包括的支援体制構築に関する研究
（長与町との連携事業申請）

堂下陽子
精神障害をもちながら子育てをする利用者に対する訪問看護
師の支援体制の構築

平野かよ子

離
島

金谷一朗 離島の世界遺産における「祈り」のデジタルアーカイブ

東
ア
ジ
ア

鈴木暁彦
日系自動車メーカーの中国競争戦略と対中経済連携に関する
研究

吉光正絵 日中草の根交流にメディア文化が与える影響

祁建民 中国水利史像の再構築と日中水利環境技術と産業の協力

研究
種目

研究代表者 共同・個人
の別

研究期間
(年) 研　　　究　　　課　　　題

氏　名

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ ＨＨ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ
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交付額

学　科 （千円）

栄養健康 共同 2 850

情報セキュリティ 個人 1 233

情報セキュリティ 個人 2 645

国際社会 共同 1 343

情報システム 共同 1 452

情報セキュリティ 共同 2 976

情報システム 共同 1 738

情報セキュリティ 共同 2 872

情報システム 共同 1 1,230

栄養健康 共同 1 926

栄養健康 共同 1 2,334

看護 共同 1 391

看護 共同 1 339

情報セキュリティ 個人 1 292

情報システム 個人 3 131

栄養健康 個人 1 467

看護 個人 1 330

29,594総計

藤沢　望
高度な専門的知識を有する職業人育成のためのサウンドプロ
グラミング教育の実践

大曲　勝久
抗酸化作用を持つサバプチドの非アルコール性脂肪肝炎に対
する効果の検討

林田　りか
看護学生における医療安全認識と安全看護活動の重要性に関
する研究

永峯卓哉
在宅医療・福祉コンソーシアム長崎の合同授業・実習実施に
よる効果の分析および今後の多職種連携協働に向けた基礎教
育プログラムの検討

三重野愛子
模範映像視聴による看護技術教育における看護学生の技術修
得へ影響する要因

C.ソムチャイ
効果的な学生の就職支援：就職ナビサイトと学内就職サイト
における企業情報横断検索システムの開発に関する研究

サイバーセキュリティアナリストの状況認識構造の研究

平岡透
ノンフォトリアリスティックレンダリング・アニメーション
に関する研究

石見百江
成長期の子どもに対するスポーツ栄養の教育体制構築に関す
る研究

古場一哲
２型糖尿病モデル動物における黒大豆乳酸発酵物の糖代謝お
よび脂質代謝調節機能

学
長
が
掲
げ
る
大
学
の
目
標
に
合
致

山田健太郎
長崎の観光に関連付けたプロジェクト型学習の教育効果（学
部横断的グループの場合）

有田大作 IoT機器を用いたSTEM教育の実践

加藤雅彦 個人情報漏えいの収集と分析に関する調査および研究

日下部茂
システム理論に基づくICT利活用プロジェクトのリスク低減化
手法の研究

小松文子

挑
戦
的

森田茂樹
微量元素・甲状腺ホルモンおよび体組成計測定による栄養状
態把握法の検討（病院入院患者および老健施設入所者におけ
る検討）

永野哲也
フィンスラー空間の非対称性を応用した新公開鍵暗号開発の
基礎研究

松田健
確率過程におけるDigital Homology と Cohomology とその応
用

研究
種目

研究代表者
共同・個人

の別
研究期間

(年) 研　　　究　　　課　　　題

氏　名

Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ ＨＨ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ

ＨＨＨＨＨＨＨＨ
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H24 H25 H26 H27 H28 H29

経済学部 10 14 8 16 ― ―

経営学部 ― ― ― ― 1 1

地域創造学部 ― ― ― ― 7 5

国際情報学部 11 7 3 10 ― ―

国際社会学部 ― ― ― ― 6 5

情報システム学部 ― ― ― ― 14 15

看護栄養学部 12 18 32 20 17 15

年度　計 33 39 43 46 45 41

H24 H25 H26 H27 H28 H29

経済学部 32 29 34 33 ― ―

経営学部 ― ― ― ― 20 16

地域創造学部 ― ― ― ― 15 11

国際情報学部 31 30 44 33 ― ―

国際社会学部 ― ― ― ― 22 18

情報システム学部 ― ― ― ― 23 15

看護栄養学部 12 32 27 13 27 11

年度　計 75 91 105 79 107 71

H24 H25 H26 H27 H28 H29

経済学部 7 15 14 13 ― ―

経営学部 ― ― ― ― 9 5

地域創造学部 ― ― ― ― 8 11

国際情報学部 12 13 10 16 ― ―

国際社会学部 ― ― ― ― 11 9

情報システム学部 ― ― ― ― 12 20

看護栄養学部 28 39 29 27 30 35

年度　計 47 67 53 56 70 80

H24 H25 H26 H27 H28 H29

経済学部 25 19 28 32 ― ―

経営学部 ― ― ― ― 24 17

地域創造学部 ― ― ― ― 20 23

国際情報学部 38 24 35 17 ― ―

国際社会学部 ― ― ― ― 20 16

情報システム学部 ― ― ― ― 53 42

看護栄養学部 49 106 104 91 103 89

年度　計 112 149 167 140 220 187

研究論文数・学会発表数

欧文学術誌発表論文

邦文学術誌発表論文

国際学会発表

全国学会発表
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○実施件数

（単位：件）

年度 備考

29年度
佐世保市との共同研究3件
平戸市、松浦市との受託研究1件
ずつを含む

28年度

27年度

26年度

25年度

24年度

計

※相手先や共同研究者に配慮し、件数のみ記載。

受託研究共同研究

1113

11 6

11 8

14 9

22 12

6181

1510

共同研究・受託研究一覧
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芥川龍之介から遠藤周作へ

FinTechで変わる？！
～お財布のヒモを誰が握るのか～

【主 会 場】シーボルト校
【遠隔会場】佐世保校

国際社会学科

下野 孝文教授

河又　貴洋准教授

地域資源としての
エネルギーの活用を考える

地域交通を考える
～交通経済論の視点から～

【主 会 場】佐世保校
【遠隔会場】シーボルト校

実践経済学科

芳賀 普隆講師

鶴指 眞志講師

インターネット
被害未然防止講座

歴史上の未解読言語と
人工知能

【主 会 場】シーボルト校
【遠隔会場】佐世保校

情報セキュリティ学科

Ｃ．ソムチャイ教授

山口 文彦教授

参加無料／申込不要

土曜日開催 13：30～15：40
どなたでも参加できます

秋
の
公 
開 
講 

座

【主
【遠

実実実

【主
【遠

情

参

土土

ど

長崎県経済の
基幹産業「造船業」の今と未来

インフラ関連企業の
高信頼性組織と安全文化
～原子力発電所を事例に～

【主 会 場】佐世保校
【遠隔会場】シーボルト校

経営学科

 宮地 晃輔教授

四本 雅人准教授

ーネッ
然防止講座

ィ学科

Ｃ．ソムチャイ教授

ト SAT

9
30

としてのとしての
ーの活用を考える
芳賀 普隆講師

山口 文彦教授

のの
SAT

10
14

介から遠介から遠藤周作へへ
下野 孝文教教授

所を事例に
四本 雅人准教教授

遠藤周作遠藤周作
SAT

11
11

済の済
「造船業」の今と未未来

宮地 晃輔教教授

SAT

10
7

生活に役立つ心理学

市民参加手法の最前線

【主 会 場】佐世保校
【遠隔会場】シーボルト校、新上五島町

公共政策学科

橋本 優花里教授

石田 聖講師

立つ心立つ心理学

、新上五島

橋本 優花里教教授

心理学心理学

島町

SAT

9
23

【 主 催 】長 崎 県 立 大 学  　【 後 援 】長 崎 県 教 育 委 員 会 、佐 世 保 市 、長 与 町 、新 上 五 島 町

佐　世　保　校 TEL 0956-47-5856＜企画広報課＞

シーボルト校 TEL 095-813-5500＜総務企画課＞
お問合せ

長長
基

長崎県立大学
平成29年度

佐世保校
新館講義棟１階504教室
佐世保市川下町123

シーボルト校
中央棟１階M103講義室
西彼杵郡長与町まなび野1-1-1

新上五島町
鯨賓館活動支援室
南松浦郡新上五島町有川郷578-36

本学の様々な情報は
WEBでご覧いただけます。

会 場
案 内

駐車場
あり

遠隔会場には主会場からテレビ授業
システムにより映像を配信します。

※この公開講座は、ながさき県民大学の
　連携講座となっております。

前半 13：30～14：30１講座60分（ ）後半 14：40～15：40
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生活に役立つ心理学

橋本 優花里教授講 師 13:30～14：30時 間

【主会場】

佐世保校

【遠隔会場】

シーボルト校
新上五島町

長崎県立大学
13：30～15：40
（1講座60分）秋の公開講座〈講演内容〉平成29年度

公共政策学科

9 239 23
心理学といえば、「人の心が読める」学問だと思われがちで
すが、残念ながら違います。しかし、心理学には、科学的研究に
裏付けられた日々の生活に役立つ視点がたくさんあります。
この講座では、それらについて、理論的背景も踏まえながら、
具体例とともに概説していきます。

市民参加手法の最前線

石田 聖講師講 師 14:40～15：40時 間

現代の地域社会が抱える問題は複雑かつ多様であり、その
解決に市民の力とICT技術を活用する動きが国内外で急速に
広まっています。本講座では、主に海外事例として北米の実践
を交えながら、国内外における最近の市民参加手法の動向や
課題についてお話しします。

インターネット被害
未然防止講座

Ｃ．ソムチャイ教授講 師 13:30～14：30時 間

【主会場】

シーボルト校

【遠隔会場】

佐世保校

情報セキュリティ
学  科

9 309 30 今日パソコンやインターネットは私たちの生活に欠かせな
いものとなってきています。一方で、利用者がコンピュータ
ウィルス感染、個人情報漏えい、詐欺行為等の脅威に直面する
危険性も増してきており、安全・安心にインターネットを利用
するためには、利用者の情報セキュリティ知識の向上が不可
欠となっています。本講座では、インターネットの一般の利用
者を対象に、情報セキュリティに関する基礎知識を学ぶこと
を目的とします。

歴史上の未解読言語と人工知能

山口 文彦教授講 師 14:40～15：40時 間

最近、さまざまな分野で「人工知能」という言葉を聞くよう
になりました。歴史研究も例外ではありません。本講座では、
人工知能とはどういうものかについての概略を述べたのち、
歴史上の未解読言語に関連して人工知能の技術を用いたいく
つかの試みについて紹介します。

長崎県経済の基幹産業
「造船業」の今と未来
宮地 晃輔教授講 師 13:30～14：30時 間

【主会場】

佐世保校

【遠隔会場】

シーボルト校

経 営 学 科

10 710 7
長崎県の造船業は、基幹産業として古くから長崎県経済を
ささえてきました。長崎県の造船企業の競争国は中国と韓国
であり、これまでも両国の造船企業との間で熾烈な受注競争
を行ってきました。最近の県内の造船各社は、いくつかの理由
で経営環境としては厳しい環境に置かれています。本講座で
は、長崎県の基幹産業「造船業」の今を説明したうえで、未来の
姿を皆様と考えていきたいと思います。

インフラ関連企業の
高信頼性組織と安全文化

～原子力発電所を事例に～

四本 雅人准教授講 師 14:40～15：40時 間

2011年3月に発生した東京電力福島第一原子力発電所の事
故に代表されるように、大企業、特にインフラに関連する企業
による組織事故は、社会に甚大なる被害を及ぼすことが少な
くありません。そこで、事故を未然に防ぎ、万が一、事故が発生
しても高いレジリエンス（復元力）を発揮できる組織につい
て、「高信頼性組織」と「安全文化」という観点からお話ししま
す。

地域資源としての
エネルギーの活用を考える
芳賀 普隆講師講 師 13:30～14：30時 間

【主会場】

佐世保校

【遠隔会場】

シーボルト校

実践経済学科

10 1410 14
東日本大震災以降、エネルギー問題への関心の高まりに加
え、2016年4月からは電力の小売り自由化も開始されました。
エネルギー問題は地域社会にとっても個人の生活にとって
も、今まで以上に身近な話題となってきています。本講座で
は、近年におけるエネルギー問題の動向や再生可能エネル
ギーの普及事例も踏まえつつ、地域資源としてのエネルギー
活用について皆さんと一緒に考えてみたいと思います。

地域交通を考える
～交通経済論の視点から～

鶴指 眞志講師講 師 14:40～15：40時 間

近年、少子高齢化の要因もあり、交通が注目されています。
本講座ではバスや鉄道などの地域交通について焦点を絞りま
す。交通経済論での交通の財の性質について触れたうえで、具
体的事例を参照しながら、地域における交通政策についての
方向性を考えます。

芥川龍之介から遠藤周作へ

下野 孝文教授講 師 13:30～14：30時 間

【主会場】

シーボルト校

【遠隔会場】

佐世保校

土曜日

土曜日

土曜日

土曜日

土曜日

国際社会学科

11 1111 11
遠藤周作は、『沈黙』に関連して、芥川龍之介の「『神々の微

笑』の怖しさは」、「いかなる宗教も思想もそこへ移植すればそ
の根が腐り、その実体が消滅し、外形だけはたしかに昔のまま
だが、実は似而非なるものに変わってしまう日本の精神風土」
を描いた点と指摘しています。この芥川が表し、遠藤が読み
取った「日本の精神風土」について、その二つの作品を中心に
お話しします。

FinTechで変わる？！
～お財布のヒモを誰が握るのか～

河又 貴洋准教授講 師 14:40～15：40時 間

FinTech（Financial Technology）と称し、情報通信技術
（ICT）を駆使して金融サービスを生み出したり、見直したりす
る動きが注目され、加速化してきている。その国際的な動向を
解説するとともに、金融業界とICTビジネスの融合が、われわ
れの生活をどのように変え得るのか、その核心部分を捉えな
がら、日本人の金銭感覚や消費行動についても考えてみま
しょう。もしかすると、あなたのお財布のヒモ・・・誰かに握ら
れているかも。

＜お問合せ＞ ■佐世保校 TEL 0956-47-5856 ■シーボルト校 TEL 095-813-5500
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【主催】長崎県立大学　【後援】長崎県教育委員会、佐世保市、平戸市、松浦市、対馬市、壱岐市、五島市、長与町、小値賀町、佐々町、新上五島町

佐世保校

佐　世　保　校 TEL 0956-47-5856＜企画広報課＞

シーボルト校 TEL 095-813-5500＜総務企画課＞

新館講義棟２階505教室
佐世保市川下町123

シーボルト校
中央棟１階M103講義室
西彼杵郡長与町まなび野1-1-1

新上五島町
鯨賓館活動支援室
南松浦郡新上五島町有川郷578-36

お問合せ

学術講演会

本学の様々な情報は
WEBでご覧いただけます。

会 場
案 内

駐車場
あり

遠隔会場には主会場からテレビ授業
システムにより映像を配信します。

長崎県立大学平成29年度

佐世保校 シーボルト校 新上五島町佐世保校

グローバル能力構築競争の時代
－現場発のものづくり経営戦略論－

講師／藤本 隆宏氏 東京大学大学院経済学研究科教授
東京大学ものづくり経営研究センター長
(一社)ものづくり改善ネットワーク代表理事

佐世保校 シーボルト校、新上五島町主 会 場 遠隔会場

SUN

11
19

２期目に入る中国の習近平政権と世界情勢

講師／加藤 千洋氏 同志社大学大学院
グローバル・スタディーズ研究科教授

講師／黒田 知宏氏 京都大学医学部附属病院教授
医療情報企画部長
病院長補佐

コンピュータ技術は医療を
どう変えようとしているのか

シーボルト校 佐世保校、新上五島町主 会 場 遠隔会場

シーボルト校 佐世保校主 会 場 遠隔会場

SAT

12
２

SAT

12
９

参加無料／申込不要 開演時間 13：30～15：00 
どなたでも参加できます

資料No.２３

93



開演時間 13：30～15：00 

開演時間 13：30～15：00 

開演時間 13：30～15：00 

参加無料／申込不要
どなたでも参加できます

＜お問合せ＞ ■佐世保校 TEL 0956-47-5856 ■シーボルト校 TEL 095-813-5500

長崎県立大学学術講演会〈講演内容〉平成29年度

【主会場】
佐世保校

【遠隔会場】

シーボルト校
新上五島町

11 1911 19
日曜日

グローバル能力構築競争の時代
－現場発のものづくり経営戦略論－

講師／藤本 隆宏氏

東京大学大学院経済学研究科教授
東京大学ものづくり経営研究センター長
(一社)ものづくり改善ネットワーク代表理事

これまで日本の経済を支えてきた製造業に対して、「日本の工場はもうダメだ」とか「製造
業はもういらない」とか、私から見ると経済学の論理からも実証からも外れた暴論がまかり
通っていたのではないかと思います。私はこれまで 30 ～ 40 年間「常に現場から見る」とい
うことを行ってきました。今日もそういった観点から日本のものづくりについてお話しさ
せていただきます。

東京大学大学院経済学研究科教授。21世紀COEものづくり経営研究セン
ターセンター長を務め、統合型ものづくりシステムの一般体系化やアー
キテクチャの理論・実証などの研究に取り組む。ものづくりインストラク
ター養成スクールのコーディネーターも兼任。団塊世代のものづくりの
ベテランを再教育して「ものづくり知識を教えるプロ」として育成し、も
のづくりの技術やノウハウの継承に貢献する。

【主会場】
シーボルト校

【遠隔会場】

佐世保校
新上五島町

12 ２12 ２
土曜日

コンピュータ技術は医療をどう変えようとしているのか

講師／黒田 知宏氏

京都大学医学部附属病院教授
医療情報企画部長
病院長補佐

インターネットやスマートフォンなどのコンピュータ技術（情報通信技術）の発達は、私た
ちの生活を大きく変えてきました。1999 年に厚生労働省が電子カルテの利用を許可して以
来、医療の世界にも多くのコンピュータが入り込み、遅ればせながら、医療の世界にも大き
な変化が起こっています。コンピュータ技術は未来の医療をどのように変えようとしてい
るのでしょうか？この講演では、京都大学病院を窓にして、未来の医療を覗いてみます。

1994年京都大学工学部情報工学科卒。1998年奈良先端科学技術大学院
大学情報科学研究科情報処理学専攻博士後期課程修了。奈良先端科学技
術大学院大学、フィンランド・オウル大学などに奉職後、2001年10月京
都大学医学部附属病院講師として着任。2013年8月より現職。仮想・強調
現実感、福祉情報学、医療情報学、ウェアラブル・コンピューティング等の
研究に従事。

【主会場】
シーボルト校

【遠隔会場】

佐世保校

12 ９12 ９
土曜日

2期目に入る中国の習近平政権と世界情勢

講師／加藤 千洋氏 【略歴】

【略歴】

【略歴】

同志社大学大学院
グローバル・スタディーズ研究科教授

中国の習近平政権は今秋、２期目（任期５年）がスタート。改革開放を率いた故鄧小平以来
の強い指導力で、国内を引き締めるほか、対外的にも経済、軍事の両面から存在感を高めて
います。米国では今年１月、トランプ政権が誕生し、孤立主義や保護主義に懸念が広がる中、
中国は今後どのような道を歩んでいくのか。中国を見つめてきたジャーナリストとしての
視点から、日中関係や米中関係などについて解説します。

1972年東京外国語大学中国語学科卒業後、朝日新聞社に入社。初任地は
広島支局。大阪本社社会部記者、AERA編集部記者、論説委員、外報部長を
歴任。1984年朝日新聞北京支局員。1994年朝日新聞アジア総局長。
1996年朝日新聞北京支局長・中国総局長。2004年テレビ朝日「報道ス
テーション」コメンテーター。2010年4月より現職。
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                （経営学科・県内企業向けセミナー） 

 

 

 

 

 

 

 

 
日時：平成 30 年 1 月 9 日（火）17 時 30 分～19 時 30 分 

主催：長崎県 

講師：長崎県立大学経営学部経営学科 

              教授 宮地 晃輔 様 

 

 

【研修目的】 

 製造現場で作っているモノが、どのように企業の利益に結び付いているかを知って、

その意識を高めることで、原価を下げるために取り組むべきポイントなどが見えて

きます。 

 この講座では、製造業で働くうえで必要となる、製造原価の計算について学んでい

ただきます。 

 

 

【研修テーマ】 

１．売上と原価と利益の関係 

２．製造原価（Cost）を管理・コントロールするための基本的な考え方 

    ―材料価格・材料使用数量・作業時間（生産時間）の各管理の観点から―  

３．製造業（ものづくり）における原価意識を高めるには 

   ―品質原価計算の考え方を用いて― 

４．グループディスカッション 

 

 

 

 

製造業向け原価計算基礎講座 
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平成29年12月15日（金）

会場：長崎県立大学
   ○主会場：佐世保校　505教室
   ○遠隔会場：シーボルト校　大講義室

第１部　16：00～16：15　
　　「自然科学研究機構について」
　　自然科学研究機構長　小森　彰夫 氏

第２部　16：15～17：00
　　「深宇宙への旅 
　　～アルマ望遠鏡でみえてきた
　　　　　　　　100億年前の宇宙～」

【要事前予約】
参加無料／どなたでも参加できます

【略歴】米国マサチューセッツ大学を卒業後、スミソ

ニアン天文台研究員、国立天文台野辺山宇宙電

波観測所助教などを経て、現在、国立天文台チリ

観測所准教授。東アジア地域アルマプロジェクトサ

イエンティストを務める。アルマ望遠鏡などの電波

望遠鏡を使って、銀河に存在するガスや塵の研究

を主に行っている。特に、銀河の衝突現象がガス

や星の誕生に与える影響について研究している。

講師

伊王野　大介 准教授
 （いおの    だいすけ）
大学共同利用機関法人　
自然科学研究機構　
国立天文台 チリ観測所

資料No.２５
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平成29年5月1日現在

教　授 准教授 講　師 助　教
特任
教員

合　計

29歳 男性 0 0 0 0 0 0

以下 女性 0 0 0 1 0 1

30～ 男性 0 4 9 1 0 14

39歳 女性 0 0 2 5 1 8

40～ 男性 8 15 3 1 4 31

49歳 女性 3 5 8 0 1 17

50～ 男性 30 8 1 0 0 39

59歳 女性 9 2 1 0 1 13

60～ 男性 21 2 0 0 4 27

69歳 女性 4 0 0 0 2 6

59 29 13 2 8 111

16 7 11 6 5 45

75 36 24 8 13 156

男性計

女性計

合　計

教員の年齢・性別構成

資料No.２６
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〇用語概説

用　語 解　　　　説

ア行

IR

Institutional Research（インスティトゥーショナル・リサーチ）の頭
文字。
教育研究・経営・財務情報など、大学の諸活動に関する情報を収集・分
析することで、学内の意思決定や改善活動の支援、外部に対する説明責
任を果たす活動。

アカウンティング
コース

会計、簿記、税法等に関する専門的職業人を育成するための専門コー
ス。経済・経営に関する幅広い知識に加えて会計分野の高度な専門知識
を学ぶ。

アクティブラーニン
グ

教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり、学修者の能動的な学
修への参加を取り入れた教授・学習法の総称。学修者が能動的に学修す
ることによって、認知的、倫理的、社会的能力、教養、知識、経験を含
めた汎用的能力の育成を図る。

アセスメント・ポリ
シー

学生の学修成果の評価（アセスメント）について、その目的、達成すべ
き質的水準及び具体的実施方法などについて定めた学内の方針。

アドミッション・ポ
リシー

入学者受入方針。
各大学・学部等が、その教育理念や特色等を踏まえ、どのような教育活
動を行い、また、どのような能力や適性等を有する学生を求めているの
かなどの考え方をまとめたもの。
入学者の選抜方法や入試問題の出題内容等にはこの方針が反映されてい
る。

インターンシップ
学生が在学中に、企業等において自らの専攻や将来希望する職業に関連
した就業体験を行うこと。

 eラーニング
電子ネットワークなどを利用した教育、研修。
WBT(Web Based Training)やdistance learningとも呼ばれる。

ＡＯ入試

ＡＯ入試：アドミッション・オフィス入試。
アドミッションポリシー（大学が求める学生像）に基づき、学力では量
れない受験生の能力・適性や学習に対する意欲、目的意識などを多面
的、総合的に評価し判定する入試。

ＳＤ
Staff Development（スタッフ・ディベロプメント）の頭文字。
事務職員や技術職員など職員を対象とした，管理運営や教育・研究支援
までを含めた資質向上のための組織的な取組。

 ＦＤ

Faculty Development(ファカルティー・ディベロプメント)の頭文字。
教員が授業内容・方法を改善し向上させるための組織的な取組の総称。
具体例としては、教員相互の授業参観の実施、授業方法に関する研究会
の開催、新任教員のための研修会の開催などを挙げることができる。

ＦＰ（ファイナン
シャル・プランニン
グ）技能検定

顧客の資産に応じた貯蓄・投資等のプランの立案・相談（ファイナン
シャル・プランニング）に必要な技能に関する試験。レベルは1～3級ま
であり、2級はビジネスでは必須と言われるレベルで、金融業界を中心
に企業ニーズも高く、昇格要件とされるケースもある。
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用　語 解　　　　説

カ行

科学研究費補助金
人文・社会科学から自然科学まで、あらゆる分野における優れた独創
的・先駆的な研究を発展させることを目的とする国庫の研究助成費。
文部科学省、厚生労働省、日本学術振興会により審査・交付される。

カリキュラム・ポリ
シー

教育課程編成・実施方針。
ディプロマ・ポリシーで定めた学修内容を習得するためのカリキュラム
を体系的に示したもの。

カリキュラムマップ
履修系統図。
学生に身につけさせる知識・能力と授業科目との間の対応関係を示し、
体系的な履修を促す体系図。

クォーター制

１学年複数学期制の授業形態。1年間の課程を4つの学期に分けて行う。
少数の科目を集中的に履修することで、学習効果を高めることができ
る。また、海外大学の入学時期との調整が容易となり、留学生の派遣・
受入が行いやすくなる。

クロスアポイントメ
ント制度

大学法人、研究開発法人、民間企業等が機関間でクロスアポイントメン
トに係る協定書等を締結することにより、職員がそれぞれの機関で「常
勤職員」としての身分を有し、それぞれの機関の責任の下、必要な従事
比率（エフォート）で業務を行うもの。

サ行

COC事業

center of communityの頭文字。
文部科学省が実施する「地（知）の拠点整備事業（大学COC事業）」
で、大学等が自治体と連携し、全学的に地域を志向した教育・研究・地
域貢献を進める大学を支援することで、課題解決に資する様々な人材や
情報・技術が集まる、地域コミュニティの中核的存在としての大学の機
能強化を図ることを目的としている。（本学における事業年度：平成25
年度～平成29年度）

シーズ 大学がもつ「技術、ノウハウ、アイデア、人材、設備」などを指す。

ソーシャルネット
ワーキングサービス
（SNS）

人と人とのつながりを促進・サポートする、「コミュニティ型の会員制
のサービス」。Facebook、LINE、Twitterなど、多数のサービスがあ
る。

「しまなび」プログ
ラム

島嶼県である長崎県の特性を活かし、また長崎県の公立大学として「し
ま」を第３のキャンパスとして位置づけ、学生を在学期間中（4年間）
に最低一度は「しま」を訪問させ、現地の生活や人との交わりの中で、
実践的な学習を体験させる本学独自のプログラム。

就業力
学生が卒業後自らの素質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために
必要な能力。

シラバス

各授業科目の詳細な授業計画。一般に、授業名、担当教員名、講義目
的、各回毎の授業内容、成績評価方法・基準、準備学習等についての具
体的な指示、教科書・参考文献、履修条件等が記されており、学生が各
授業科目の準備学習等をすすめるための基本となるもの。
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用　語 解　　　　説

サ行

情報処理技術者試験

情報処理技術者試験は、「情報処理の促進に関する法律」に基づき経済
産業省が、情報処理技術者としての「知識・技能」が一定以上の水準で
あることを認定している国家試験。
試験区分はレベル１（ITパスポート）、レベル２（基本情報技術者試
験）、レベル３（応用情報技術者試験）、レベル４として、情報セキュ
リティスペシャリスト試験など9分野の試験がある。
平成28年度より情報セキュリティマネジメント試験（レベル２）が追加
された。

税理士試験

税理士となるのに必要な学識及びその応用能力を有するかどうかを判定
することを目的として行われる国家試験。会計学に属する科目（簿記論
及び財務諸表論）の2科目と税法に属する科目（所得税法、法人税法、
相続税法、消費税法又は酒税法、国税徴収法、住民税又は事業税、固定
資産税）のうち受験者の選択する3科目について行われ、１科目ずつの
受験が可能。合格基準は、各科目とも満点の60パーセントとなってい
る。

全経簿記能力検定
全国経理教育協会が実施する、簿記能力・経理能力に関する検定。上級
の合格者には、税理士試験受験資格が与えられる。

タ行

中国語検定

日本中国語検定協会が実施する中国語能力の検定試験で、1級から準4級
までの6段階で試験が行われている。
2級の認定基準は、複文を含むやや高度の中国語の文章を読み、3級程度
の文章を書くことができ、日常的な話題での中国語による会話が行える
こと。
3級の認定基準は、中国語の一般的事項をマスターしていて、簡単な日
常会話ができ、基本的な文章を読み、書くことができること。

チューター制
在学生、教員等が学生に対して、学習、生活上の精神的サポートとし
て、支援、助言を個別的に行う制度。主に外国人留学生に対して個別の
課外授業を行うなど、留学生の学習、研究効果の向上を図る制度。

長期履修学生制度
職業を有しているなどの個人の事情に応じて、大学の定めるところによ
り、学生が大学の修業年限を超えた一定の期間にわたって計画的に教育
課程を履修し卒業することを認められる制度。平成１４年度から実施。

ディプロマ・ポリ
シー

学位授与方針。
卒業時に学生が獲得すべき能力や態度、知識などを示したもの。

 ＴＯＥＩＣ

英語によるコミュニケーション能力を幅広く評価する世界共通のテスト
で、10～990点までのスコアで評価をするもの。一般に、730点以上
で、どんな状況でも適切なコミュニケーションができる素地を備えてい
るとされる。

ナ行

長崎県立大学やるば
いプロジェクト

本学や地域の活性化につながる学生の自主的な活動を促すことを目的に
平成19年度に創設した学生支援制度。採択プロジェクトに対しては奨励
金を助成している。

ナンバリング
授業科目に適切な番号を付し分類することで、学修の段階や順序等を表
し、教育課程の体系性を明示する仕組み。
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用　語 解　　　　説

ナ行

日経TEST

日本経済新聞社と日本経済研究センターが主催・運営する四肢択一の
マークシート式・全100問の試験。経済知力を構成する「知識」と「考
える力（知力）」の2つを総合した「ビジネスの基礎力」を客観的に測
り、 診断するテスト。最高得点1000点のスコアで評価するもの。

日商簿記検定

日本商工会議所が実施する簿記に関する技能検定。初級から１級の４段
階で試験が実施される。２級は経営管理に役立つ知識として、最も企業
に求められる資格の一つと言われている。１級は公認会計士、税理士な
どの国家資格への登竜門と言われ、合格すると税理士試験の受験資格が
得られる。

ニュース時事能力検
定

新聞やテレビのニュース報道を読み解き、活用する力（時事力）を養
い、認定する検定。五つの分野（政治、経済、暮らし、社会・環境、国
際）からバランスよく出題され、総合的な時事力を測る。1級から5級
(準２級含む)の6段階で試験が実施される。

ハ行

ハラスメント
様々な場面での嫌がらせ・いじめのこと。他者に対する発言・行動等が
本人の意図には関係なく、相手を不快にさせたり、尊厳を傷つけたり、
不利益を与えたり、脅威を与えること。

販売士検定

販売員としての素養やサービス向上を目的に日本商工会議所が実施する
検定試験。レベルは1～3級まであり、2級は売場の管理者クラスのレベ
ルで、店舗管理に不可欠な従業員の育成や指導、仕入や在庫の管理と
いった知識が必要。

ピアレビュー（学
生）

学生同士が相互に評価を行うこと。「しまなび」においては、グループ
ワークにおける貢献度等について点数化して相互評価を行い、成績評価
に反映させた。

ラ行

ルーブリック
学習到達度を示す評価基準を観点と尺度からなる表として示したもの。
学習結果のパフォーマンスレベルの目安を数段階に分けて記述して、学
習の達成度を判断する基準を示す教育評価法。
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